


№ 目次 書名 著者名 紹介者 所属校 № 目次 書名 著者名 紹介者 所属
44 シタ 下町ロケット 池井戸潤 S 八千代 1 アイ i(アイ） 西加奈子 A 八千代
45 シニ 死に山 ドニー・アイカー Y 八千代西 2 アト あと少し、もう少し 瀬尾 まいこ M 八千代西
46 シヌ 死ぬときに後悔すること２５ 大津 秀一 G 八千代西 3 アト あと少し、もう少し 瀬尾まいこ A 八千代
47 ジブ 自分の構造　逃げの心理と言いわけの論理 加藤諦三 M 八千代 4 アナ アナと雪の女王エピソード０ マリ・マンクーシ N 八千代西
48 シャ シャーデンフロイデ 中野 信子 W 八千代西 5 アメ 雨の降る日は学校に行かない 相沢沙呼 K 八千代
49 シュ 週末ライト・サバイバルのすすめ カメ五郎 M 八千代西 6 イキ 生きる力を育む「朝の読書」静寂と集中 岩岡千景 I 八千代
50 シュ シュガー社員が会社を溶かす 田北百樹子 M 八千代東 7 イケ いけない 道尾秀介 I 八千代
51 ジュ 13歳からの「くにまもり」 倉山　満 O 八千代西 8 イチ 1984 ジョージ・オーウェル K 八千代
52 ジュ 15歳の東京大空襲 半藤一利 S 八千代東 9 イン 隠蔽捜査 今野敏 K 八千代
53 ジユ １４ひきのあさごはん いわむらかずお G 八千代 10 ウミ 海辺のカフカ 村上春樹 N 八千代
54 シヨ 昭和16年夏の敗戦 猪瀬直樹 T 八千代東 11 エイ ＡＩvs教科書が読めない子どもたち 新井紀子 K 八千代
55 ジヨ 女王はかえらない 降田天 I 八千代 12 オサ お探し物は図書室まで 青山 美智子 I 八千代西
56 ジヨ ジョコビッチの生まれ変わる食事 ジョコビッチ H 八千代 13 オソ おそろし 宮部 みゆき Y 八千代西
57 シン 新解さんの謎 赤瀬川原平 A 八千代 14 オレ 俺だけレベルアップな件 DUBU O 八千代西
58 スウ 数学ガールの秘密ノート 結城浩 O 八千代東 15 オン 女の子はどう生きるか　教えて上野先生 上野千鶴子 M 八千代
59 スウ 数字を読めない「文系バカ」が日本をダメにする 高橋洋一 T 八千代 16 カク 覚悟の決め方 上原 浩治 M 八千代西
60 ズー ずーつとずっとだいすきだよ ハンス・ウイルヘルム S 八千代 17 カシ 華氏　４５１度 レイ・ブラッドベリ T 八千代
61 セイ 政治と経済のしくみがわかるおとな事典 池上 彰 I 八千代西 18 カゼ 風が強く吹いている 三浦しをん A 八千代東
62 セカ 世界史は化学でできている 左巻 健男 I 八千代西 19 ガッ 楽毅 宮城谷 昌光 A 八千代西
63 セカ 世界地図の下書き 朝井リョウ M 八千代 20 カミ 紙鑑定士の事件ファイル 歌田 年 M 八千代西
64 セカ 世界を変えた１７の方程式 イアン・スチュアート Y 八千代 21 カミ 神はサイコロを振らない 大石英司 S 八千代
65 セン せんせい 重松清 K 八千代 22 ガラ ガラスの海を渡る舟 寺地はるな K 八千代東
66 ソー ソードアート・オンライン　７　マザーズ・ロザリオ 川原礫 O 八千代 23 カン 考える力、やり抜く力私の方法 中村修二 S 八千代東
67 ソシ そして、君のいない九月がくる 天沢夏月 M 八千代 24 カン 完全恋愛 牧薩次 S 八千代東
68 ソシ そして、バトンは渡された 瀬尾 まいこ K 八千代西 25 キノ 城崎にて 志賀直哉 H 八千代
69 ソノ その女アレックス ビェール・ルメットル S 八千代 26 キミ 君たちはどう生きるか 吉野 源三郎 S 八千代西
70 ソノ その悩み、哲学者がすでに答えを出しています 小林 昌平 T 八千代西 27 キミ 君と夏が、鉄塔の上 賽助 M 八千代西
71 ダヴ ダ・ヴィンチ・コード ダン・ブラウン I 八千代 28 キミ 君は月夜に光り輝く 佐野徹夜 H 八千代東
72 タカ たかが殺人じゃないか 辻真先 M 八千代 29 キョ 教養としてのプロブラミング講座 清水亮 T 八千代東
73 タブ 多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。 Jam K 八千代西 30 キラ 嫌われる勇気 岸見 一郎 I 八千代西
74 タル タルト・タタンの夢 近藤史恵 H 八千代 31 キリ 桐島、部活やめるってよ 朝井リョウ Y 八千代
75 チグ ちぐはぐな身体　ファッションって何？ 鷲田清一 K 八千代 32 クウ 空中ブランコ 奥田 英朗 O 八千代西
76 チョ チョンキンマンションのボスは知っている 小川さやか I 八千代西 33 クサ 鎖塚 小池 喜孝 Y 八千代西
77 チジ 地磁気逆転と「チバニアン」 菅沼悠介 Y 八千代東 34 コウ 交換ウソ日記 櫻いいよ A 八千代東
78 ツレ ツレがうつになりまして。 細川 貂々 H 八千代西 35 コウ 交換ウソ日記　Ⅱ 櫻いいよ A 八千代東
79 テイ 定常型社会　新しい「豊かさ」の構想 広井良典 T 八千代 36 コー コーランを知っていますか 阿刀田高 N 八千代
80 デル デルフィニア戦記 茅田砂胡 I 八千代 37 コク 告白 湊 かなえ U 八千代西
81 テン 転生したらスライムだった件 伏瀬 Y 八千代 38 ココ 心を整える　勝利をたぐり寄せるための５６の習慣 長谷部誠 K 八千代
82 トキ 時々ボソッとロシア語でデレる隣のアーリャさん 火粲々SUN N 八千代 39 コノ この言葉の語源を言えますか 日本語倶楽部 A 八千代
83 ドク 読書からはじまる 長田弘 S 八千代 40 コン 今日の芸術　時代を創造するものは誰か 岡本太郎 S 八千代
84 トリ とりつくしま 東直子 S 八千代 41 コン 昆虫はすごい 丸山宗利 K 八千代
85 ナサ NASAより宇宙に近い町工場 植松 努 M 八千代西 42 サン サンタの友だちバージニア 村上 ゆみ子 I 八千代西
86 ナツ 夏を殺す少女 Ａ・グルーバー S 八千代 43 シケ 死刑囚最後の日 ヴィィクトル・ユゴー T 八千代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八千代市内の先生と生徒がおすすめする本                 　2022年版



　八千代市内の先生と生徒がおすすめする本            　2022年版

№ 目次 書名 著者名 紹介者 所属校
87 ニジ 21世紀を生きるための社会学の教科書 ケン・プラマー F 八千代西
88 ニン 人間関係得する人存する人 川北義則 H 八千代西
89 ニン 人間失格 太宰治 I 八千代
90 ノラ 野良犬の値段 百田 尚樹 H 八千代西
91 ハタ 20歳のソウル　奇跡の告別式　一日だけのブラスバンド 中井 由梨子 K 八千代西
92 ハタ 20歳のソウル　奇跡の告別式　一日だけのブラスバンド 中井由梨子 H 八千代
93 パプ パプリカ 筒井康隆 H 八千代東
94 ハマ 浜村渚の計算ノート 青栁碧人 H 八千代
95 ハリ ハリーポッターと賢者の石 Ｊ.Ｋ.ローリング I 八千代
96 ヒツ 羊と鋼の森 宮下 奈都 N 八千代西
97 ビブ ビブリア古書堂の事件手帖 三上 延 T 八千代西
98 ビブ ビブリア古書堂の事件手帖 三上延 K 八千代
99 ブル ブルーロック 金城宗幸 C 八千代東
100 ベン ベンチウォーマーズ 成田名璃子 H 八千代
101 ボク ぼく　モグラ　キツネ　馬 チャーリー・マッケンジー Ｍ 八千代東
102 ボク ぼくの、ひかり色の絵の具 西村すぐり O 八千代東
103 ボク ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー プレディみかこ N 八千代西
104 ボク 僕はロボットごしの君に恋をする 山田悠介 K 八千代
105 ボク 僕らが死体を拾うわけ 盛口 満 N 八千代西
106 ホシ 星新一ショートショート 星 新一 T 八千代西
107 ホシ 星を掬う 町田そのこ A 八千代
108 ボツ ボッコちゃん 星新一 K 八千代
109 ポツ 鉄道員 浅田 次郎 E 八千代西
110 マク 幕張少年マサイ族 椎名 誠 K 八千代西
111 マス マスカレード・ナイト 東野 圭吾 I 八千代西
112 マチ 都会のトム&ソーヤ はやみねかおる W 八千代
113 マチ マチネの終わりに 平野 啓一郎 M 八千代西
114 マン まんがでわかる　7つの習慣 フランクリン・コヴィー　 O 八千代
115 ミズ 水を縫う 寺地はるな H 八千代
116 メイ 名門校「武蔵」で教える東大合格より大事なこと おおたとしまさ S 八千代
117 モモ 桃太郎は盗人なのか　桃太郎から考える鬼の正体 倉持よつば T 八千代
118 ヤキ 野球は人生そのものだ 長嶋 茂雄 S 八千代西
119 ヨウ 八日目の蝉 角田光代 N 八千代
120 ヨウ 容疑者Xの献身 東野 圭吾 E 八千代西
121 ヨジ 四畳半神話大系 森見登美彦 K 八千代
122 ヨル 夜は短し歩けよ乙女 森見登美彦 K 八千代
123 ヨル 夜のピクニック 恩田 陸 H 八千代西
124 ヨル 夜のピクニック 恩田 陸 N 八千代西
125 リア リアルフェイス 知念実希人 Ｙ 八千代
126 ルリ るり姉 椰月美智子 H 八千代
127 レン レンタルなんもしない人のなんもしなかった話 レンタルなんもしない人 T 八千代西
128 ロー ロード・エルメロイⅡ世の事件簿 三田誠 Ｍ 八千代
129 ワタ 私と彼女と家族ごっこ 優木カズヒロ Ｙ 八千代西
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「
こ
の
世
界
に
ア
イ
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
」

と
い
う
入
学
式
当
日
の
数
学
教
師
の
言
葉

に
、
「
え
っ
。
」
と
主
人
公
の
ワ
イ
ル
ド
曽
田
ア

イ
が
驚
く
描
写
か
ら
物
語
が
は
じ
ま
っ
て
い

く
、
１
ペ
ー
ジ
目
か
ら
読
ん
だ
人
の
心
を
掴
ん

で
離
さ
な
い
作
品
で
す
。
ア
イ
の
高
校
生
活
を

舞
台
と
し
て
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
ィ
の
違
い
を

持
つ
友
人
と
の
関
わ
り
や
、
年
上
の
男
性
と
の

恋
を
通
し
て
自
分
の
存
在
価
値
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
ア
イ
に
、
感
情
移
入
し
て
し
ま
う
こ

と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
読
ん
で
み
て
下

さ
い
。 

  

 

八
千
代
高
校 

Ａ
さ
ん 

        

   

1 ｱｲ 

「
陸
上
部
の
名
物
顧
問
が
異
動
と
な
り
、
代

わ
り
に
や
っ
て
き
た
の
は
頼
り
な
い
美
術
教
師
。

部
長
の
桝
井
は
、
中
学
最
後
の
駅
伝
大
会
に
向

け
て
メ
ン
バ
ー
を
募
り
練
習
を
は
じ
め
る
が
…
。

元
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
設
楽
、
不
良
の
大
田
、
頼

み
を
断
れ
な
い
ジ
ロ
ー
、プ
ラ
イ
ド
の
高
い
渡
部
、

後
輩
の
俊
介
。
寄
せ
集
め
の
六
人
は
県
大
会
出

場
を
目
指
し
て
、襷
を
つ
な
ぐ
…
。」 

瀬
尾
ま
い
こ
さ
ん
の
本
に
出
て
く
る
ご
飯
が

あ
た
た
か
く
て
お
い
し
そ
う
で
、
先
生
が
独
特
だ

け
ど
な
ん
か
ス
テ
キ
で
、
皆
の
お
互
い
を
思
う
気

持
ち
と
、チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に

心
を
つ
か
ま
れ
て
、
思
わ
ず
最
後
は
が
ん
ば
れ
ー

っ
て
応
援
し
た
く
な
る
、
そ
ん
な
作
品
で
す
。
こ

の
本
に
出
て
く
る
大
田
君
が
高
校
生
に
な
っ
て

か
ら
の
小
説
『
君
が
夏
を
走
ら
せ
る
』
も
と
っ
て

も
お
す
す
め
で
す
よ
！ 

 

八
千
代
高
校 

理
科 

Ａ
先
生   

 

あと少し、もう少し 

瀬尾まいこ 
３ｱﾄ 

あと少し、もう少し 

瀬尾 まいこ 

こ
の
本
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
あ
る
中
学
校

の
陸
上
部
で
す
。
た
す
き
を
繋
ぐ
リ
レ
ー
に
出

た
い
。
し
か
し
人
数
が
足
り
な
い
上
に
、
顧
問
の

先
生
は
陸
上
初
心
者
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

と
ソ
ワ
ソ
ワ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
間
違
い
な

し
！
部
員
１
人
１
人
が
抱
い
て
い
る
思
い
や
悩

み
は
、
こ
ん
な
時
あ
っ
た
な
と
共
感
で
き
る
と

思
い
ま
す
。 

果
た
し
て
人
数
は
集
ま
っ
た
の
か
。
顧
問
の

先
生
と
の
関
係
は
い
か
に
。
「
あ
と
少
し
、
も
う

少
し
」
と
読
み
た
く
な
る
本
で
す
。
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。   

 

八
千
代
西
高
校 

英
語 

Ｍ
先
生  

２ｱﾄ アナと雪の女王エピソード０ 

マリ・マンクーシ 

み
ん
な
は
デ
ィ
ズ
ニ
―
の
物
語
が
好
き
で
す

か
？
私
は
大
好
き
で
す
。 

た
く
さ
ん
あ
る
物
語
の
中
で
も
『
ア
ナ
と
雪

の
女
王
』
は
私
に
と
っ
て
特
別
で
す
。
観
た
こ
と

が
あ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
女
王
の
エ
ル

サ
は
氷
の
魔
法
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
妹

の
ア
ナ
は
魔
法
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な

ぜ
エ
ル
サ
は
魔
法
を
使
え
る
の
か
？
２
人
の
生
ま

れ
る
前
に
何
が
あ
っ
た
の
か
？！

が
明
ら
か
に
な

る
本
で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
―
の
物
語
に
は
み
ん
な
の

知
ら
な
い
謎
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
読
ん

で
み
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
―
の
世
界
を
冒
険
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

 

八
千
代
西
高
校 

英
語 

Ｎ
先
生 

 

4 ｱﾅ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101297736
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784065221686


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現
代
は
ス
マ
ホ
な
ど
で
、
簡
単
に
情
報
を
入
手
で

き
る
時
代
で
す
。
情
報
が
溢
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

ど
ん
な
情
報
を
選
び
、
行
動
す
る
か
の
選
択
は
難

し
く
な
り
ま
す
。「
朝
の
読
書
」
は
そ
ん
な
時
代
を

生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
本
を
読
み
、
自
分
自
身
や
先
人
と
心
の
奥
底

で
対
話
す
る
こ
と
で
気
づ
き
、
見
え
て
く
る
も
の

が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
教
え
、
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

八
千
代
高
校 

Ｉ
さ
ん 

生きる力を育む「朝の読書」静寂と集中 

岩岡千景 

 

６ｲｷ 

いけない 

道尾秀介 

 

隣
接
す
る
白
沢
市
と
蛾
蟇
倉
市
を
舞
台
と

し
た
四
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
な
る
ミ
ス
テ
リ

ー
。 

 

こ
の
二
つ
の
市
を
南
下
す
る
と
き
、
左
手
に

あ
る
自
殺
の
名
所
・
弓
投
げ
の
崖
を
見
て
は

い
け
な
い
と
噂
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
中
心
に

起
こ
る
車
の
衝
突
事
故
や
、
中
国
人
の
少
年

が
目
撃
し
た
あ
る
事
件
現
場
、
そ
し
て
宗
教

団
体
の
女
性
の
死
。ど
の
章
に
も
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
物
語
を
変
貌
さ
せ
る
一
枚
の
写
真
が
あ

り
、
再
読
す
る
と
真
相
に
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
る
。
本
当
の
被
害
者
と
犯
人
は
誰
な

の
か
、
な
ぜ
「
い
け
な
い
」
の
か
、
謎
が
多
く
何

度
も
読
み
返
し
た
く
な
る
一
冊
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｉ
さ
ん

  
  

７ｲｹ 

１９８４ 

ジョージ・オーウェル 
８ｲﾁ 

 

「
真
理
省
よ
り
通
告
で
す
。
同
志
の
皆
さ
ん
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
『
１
９
８
４
』
を
読
ん
で
い

る
と
思
し
き
人
物
を
見
か
け
た
ら
思
考
警
察
ま

で
。
そ
れ
は
我
ら
が
巨
大
国
家
オ
セ
ア
ニ
ア
で
二

重
思
考
を
持
た
な
い
男
が
愛
す
べ
き
ビ
ッ
グ
・ブ
ラ

ザ
ー
に
反
抗
す
る
小
説
で
す
が
、
該
当
す
る
人
物

は
存
在
せ
ず
、
全
て
は
嘘
で
あ
る
た
め
、
記
憶
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
繰
り
返
し
ま
す
…
」 

 

言
論
統
制
、
終
わ
ら
な
い
戦
争
、
洗
脳
、Ｓ
Ｆ
に
現

代
を
も
見
い
だ
せ
る
こ
の
作
品
は
強
い
共
感
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。 

 

 

八
千
代
高
校 

Ｋ
さ
ん 

    

雨の降る日は学校に行かない 

相沢沙呼 

 

こ
の
本
は
六
つ
の
お
話
か
ら
な
る
短
編
集
で

す
。六
つ
の
違
う
お
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
後

ま
で
読
む
と
こ
の
六
つ
が
一
つ
の
本
に
ま
と
ま
っ

て
い
る
理
由
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。中
学
生
の

女
の
子
た
ち
の
学
校
へ
の
違
和
感
、
そ
し
て
揺
れ

動
く
気
持
ち
を
切
な
く
、
純
粋
に
表
現
し
た
作

品
。学
校
に
馴
染
め
ず
に
一
人
で
い
る
子
は
ダ
メ

な
子
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
た
、こ
れ
か
ら
新
し
い
環
境
で
の
生
活
を
始
め

る
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
一
冊
で
す
。 

 

 

八
千
代
高
校 

Ｋ
さ
ん 

  
 

   

５ｱﾒ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隠蔽捜査 

今野敏 

 

主
人
公
は
竜
崎
伸
也
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
官
僚
。

警
察
庁
長
官
官
房
総
務
課
長
と
し
て
辣
腕
を
奮
っ

て
い
た
が
、
家
族
の
不
祥
事
に
よ
り
異
動
。
し
か
し

腐
る
こ
と
な
く
、
仕
事
に
お
け
る
原
理
原
則
を
貫

き
、
合
理
性
を
追
求
す
る
。
今
で
い
う
忖
度
等
が
一

切
な
い
仕
事
ぶ
り
は
、
爽
快
で
あ
る
。 

 

本
人
が
何
故
キ
ャ
リ
ア
官
僚
に
な
っ
た
か
？
そ
れ

は
偉
く
な
り
た
い
か
ら
で
な
く
、
仕
事
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
と
し
て
の
仕
事
が
追
求
で
き
る
か
ら
。
ね
じ

曲
が
っ
た
エ
リ
ー
ト
意
識
は
な
く
、
特
権
と
共
に
多

く
の
義
務
も
付
き
ま
と
う
と
本
気
で
考
え
て
い

る
。 

 

警
察
は
階
級
社
会
で
あ
る
か
ら
、
上
司
の
命
令
に

は
絶
対
服
従
。
竜
崎
の
階
級
を
知
ら
ず
、
単
に
所

轄
の
署
長
で
あ
ろ
う
と
接
し
て
き
た
者
が
、
あ
え

な
く
論
破
さ
れ
、
返
り
討
ち
に
合
う
様
は
、
読
ん
で

い
て
痛
快
で
あ
り
、
か
つ
て
の
水
戸
黄
門
の
よ
う
で

あ
る
。 

 

そ
ん
な
毅
然
と
し
た
主
人
公
で
あ
っ
て
も
、
実
の

と
こ
ろ
「
俺
は
い
つ
も
揺
れ
動
い
て
い
る
。
た
だ
迷
っ

た
時
に
原
則
を
大
切
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

だ
け
だ
」
と
い
う
台
詞
は
、
仕
事
に
向
か
う
姿
勢
と

し
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

八
千
代
高
校 

 

Ｋ
先
生 

 
  

９ｲﾝ ＡＩvs教科書が読めない子どもたち 

新井紀子 

11 ｴｲ 

 

近
年
、
Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

と
呼
ば
れ
る
も
の

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
突
出
し
て
き
て
お
り
、

一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
情

か
ら
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
能
力
を
超
え
こ
の
世
界
が

Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
が
ま
こ
と
し
や
か
に
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
に
対
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
第
一
人
者

で
あ
り
数
学
者
で
あ
る
著
者
が
メ
ス
を
入
れ

る
。 

 

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
は
到
来
し
な
い
？ 

Ａ
Ｉ
導

入
で
淘
汰
さ
れ
る
職
業
と
は
？
Ａ
Ｉ
に
負
け
な

い
た
め
に
今
日
本
人
が
身
に
着
け
る
べ
き
能
力

と
は
？
こ
の
先
の
未
来
に
不
安
を
抱
え
る
全
て

の
人
へ
向
け
た
本
と
な
っ
て
い
る
。 

 

         

八
千
代
高
校 

数
学 

Ｋ
先
生  

 

 ｢

君
は
こ
れ
か
ら
世
界
で
い
ち
ば
ん
タ
フ
な
十
五

歳
の
少
年
に
な
る｣ 

 

田
村
カ
フ
カ
は
十
五
歳
の
誕
生
日
に
家
を
出
て
、

四
国
へ
と
向
か
う
。
父
親
か
ら
か
け
ら
れ
た
呪
い
の

言
葉
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
。 

 

猫
語
を
話
せ
る
ナ
カ
タ
さ
ん
は
奇
妙
な
運
命
で

歪
め
ら
れ
た
自
分
を
取
り
戻
す
た
め
四
国
へ
と
向

か
っ
た
。 

 

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
エ
デ
ィ
プ
ス
王
を
下
敷
き
に
、

二
つ
の
物
語
が
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
交
わ
る
物
語
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｎ
さ
ん  

海辺のカフカ 上・下 

村上春樹 

10 ｳﾐ 
お探し物は図書室まで 

青山 美智子 

こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
本
当
に
偶
然
、図
書

室
に
本
屋
大
賞
一
～
五
位
の
本
が
並
ん
で
い
て
、

偶
々
目
の
前
で
一
位
の
本
が
借
り
ら
れ
て
い
っ
た

か
ら
。そ
ん
な
オ
ス
ス
メ
の
仕
方
が
あ
っ
た
も
の

か
と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、大
事
な
の
は
ど
う
始
ま

っ
た
か
で
は
な
く
、そ
の
出
会
い
に
ど
う
向
き
合

っ
て
何
を
得
ら
れ
た
か
だ
と
思
う
。そ
う
い
っ
た

心
持
ち
も
こ
の
本
か
ら
は
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
書
は
全
５
章
か
ら
連
な
る
短
編
集
。各
章
の

主
人
公
は
仕
事
や
生
き
方
に
つ
い
て
悩
み
を
抱

え
て
い
る
。そ
ん
な
彼
ら
の
物
語
を
つ
な
ぐ
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
内
に
あ
る
図
書
室
の
司
書

「
小
町
さ
ゆ
り
」
だ
。
彼
ら
の
悩
み
の
片
鱗
を
見

た
彼
女
は
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
ス
ス
メ
の
本
と
ふ
ろ
く

を
渡
す
の
だ
が
…
。 

派
手
な
事
件
が
起
こ
る
物
語
で
は
な
い
が
、
優

し
い
世
界
観
と
読
了
後
心
が
温
か
く
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。高
校
生
が
働

く
前
に
、働
い
て
疲
れ
た
時
に
読
ん
で
欲
し
い
一

冊
で
あ
る
。 

 
 

八
千
代
西
高
校 

英
語 

Ｉ
先
生   

12 ｵｻ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784591167984


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女の子はどう生きるか 

教えて上野先生！ 

上野千鶴子 

 

よ
う
や
く
混
合
名
簿
が
当
た
り
前
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
オ
ッ
サ
ン
に
都
合
の

良
い
社
会
で
す
。
オ
ッ
サ
ン
と
は
「
中
高
年
の
オ

ヤ
ジ
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
己
チ
ュ
ー
で

オ
レ
サ
マ
度
が
高
く
、
オ
ン
ナ
コ
ド
モ
や
立
場
の

弱
い
ひ
と
を
差
別
す
る
、
想
像
力
が
な
く
て
鈍

感
力
が
高
い
ひ
と
」(

４５

頁)

で
す
。「
女
の
子
」

に
限
ら
ず
是
非
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
我
慢
し
た

り
、
利
用
さ
れ
た
り
せ
ず
、
自
分
ら
し
く
幸
せ

に
生
き
て
い
く
た
め
に
。 

 

「
無
知
な
女
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
。
」

(

頁) 

 

八
千
代
高
校 

国
語 

Ｍ
先
生  

   

15 ｵﾝ 
おそろし 

宮部 みゆき 

物
語
の
舞
台
は
江
戸
時
代
。
あ
る
事
件

に
よ
り
心
に
傷
を
負
っ
た
ヒ
ロ
イ
ン
お
ち
か

が
「
百
物
語
」
と
称
し
て
、
客
の
語
る
不
思

議
な
話
を
聞
く
、と
い
う
形
で
話
が
進
み
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ぞ
っ
と
す
る
話
、
悲
し
い
話

と
色
々
で
す
が
、
い
ず
れ
も
予
測
不
能
な
展

開
で
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
物
語
の
面
白
さ
が

沢
山
詰
ま
っ
た
本
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

お
す
す
め
で
す
。 

 

 

  

八
千
代
西
高
校 

Ｙ
先
生  

13 ｵｿ 

俺だけレベルアップな件 

DUBU 

き
っ
か
け
は
漫
画
で
し
た
。
無
料
ア
プ
リ
か
ら

な
ん
と
な
く
お
す
す
め
で
出
て
き
た
の
で
、
読
ん

で
み
る
と
…
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で
し
ま
い
、

初
め
て
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
買
い
ま
し
た
。 

現
実
と
異
世
界
が
入
り
交
じ
っ
た
世
界
で
最

弱
の
主
人
公
「
旬
」
が
、
「
死
」
の
直
前
に
特
別
な

能
力
を
授
か
り
ま
す
。
唯
一
無
二
の
「
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
す
る
存
在
」
。
日
々
の
努
力
と
知
恵
を
駆
使
し

て
ト
ッ
プ
、
そ
し
て
そ
の
先
に
上
り
続
け
る
「
旬
」

に
待
ち
受
け
る
運
命
と
は
。 

活
字
が
苦
手
な
人
は
、私
と
同
じ
よ
う
に
漫
画

か
ら
入
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ラ
ノ
ベ
と

比
較
す
る
と
こ
ん
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
か
と

文
章
の
す
ご
さ
に
気
付
く
は
ず
で
す
。 

気
軽
に
読
め
る
の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。 

 
 

  

八
千
代
西
高
校 

数
学 

Ｏ
先
生  

14 ｵﾚ 覚悟の決め方 

上原 浩治 

軸
が
ぶ
れ
ず
に
雑
草
の
よ
う
に
強
く
生
き
て

い
る
の
が
伝
わ
る
。
い
い
加
減
な
や
け
く
そ
で
は

な
く
、最
大
限
の
努
力
準
備
を
し
た
う
え
で
、
自

分
を
信
じ
て
覚
悟
を
決
め
る
。ま
た
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
指
示
を
受
け
て
も
最
終
的
な
責
任
は

自
分
が
持
つ
。
他
責
に
は
し
な
い
。
こ
の
点
に
共

感
を
覚
え
た
。
野
球
中
心
の
生
活
を
行
う
為
に

ル
ー
テ
ィ
ン
を
ひ
た
す
ら
守
り
雑
念
を
追
い
払
う

ス
ト
イ
ッ
ク
な
意
志
の
固
さ
。本
書
で
は
反
骨
心

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入
団

し
た
理
由
と
経
緯
や
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
当
時

の
疑
念
も
吐
露
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
上
原
さ
ん

の
考
え
が
理
解
で
き
た
。 

 

  

八
千
代
西
高
校 

保
健
体
育 

Ｍ
先
生  

16 ｶｸ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784041002810
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784046801258
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784569819075


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

華氏 451度 

レイ・ブラッドベリ 

 

物
語
の
舞
台
は
、
書
物
の
所
持
が
禁
じ
ら
れ

た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
。
主
人
公
の
モ
ン
タ
ー
グ
は
本

を
燃
や
す
職
業
に
つ
い
て
お
り
、そ
れ
を
誇
り
に

思
っ
て
い
た
が
、
あ
る
少
女
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
人
生
を
大
き
く
変
え
る
行
動
を
取
る
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
映
像
に
限
ら
れ
、
イ

ヤ
ホ
ン
か
ら
流
れ
る
心
地
よ
い
音
を
四
六
時
中

聞
き
、
中
身
の
な
い
テ
レ
ビ
を
見
続
け
る
。
こ
の

世
界
観
は
現
代
社
会
と
よ
く
似
て
い
る
。
私
達

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
直
す
良
い
き
っ
か
け
に

な
る
本
な
の
で
、ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
欲
し
い
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｔ
さ
ん   

   

 17 ｶｼ 

18 ｶｾﾞ 

 

箱
根
駅
伝
と
い
え
ば
、
お
正
月
に
一
度
は
見
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

物
語
は
、
陸
上
初
心
者
の
大
学
生
が
箱
根
駅
伝

出
場
に
向
け
走
る
こ
と
に
て
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
合
い
な
が
ら
、
純
粋
に
長
距
離
を
走
る
こ

と
に
夢
中
で
突
き
進
む
話
と
な
っ
て
い
ま
す
。

何
か
に
夢
中
に
な
り
、
全
力
を
注
い
で
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
物
語
で
す
。
独

語
の
爽
快
感
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
世
の
中
に
一
筋
の
光
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
千
代
東
高
校 

数
学 

Ａ
先
生 

 
 

 

風が強く吹いている 
三浦 しをん 

 

楽毅 

宮城谷 昌光 

舞
台
は
、
本
家
中
国
の
戦
国
時
代
。
ま
さ
に

「
『
キ
ン
グ
ダ
ム
』
の
世
界
」
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル

の
「
が
っ
き
」
は
、
滅
び
行
く
小
国
を
最
後
ま
で

支
え
続
け
た
英
雄
の
名
。
個
性
豊
か
な
人
物
が

実
在
・
架
空
を
問
わ
ず
次
々
と
登
場
し
、
一
人

一
人
の
思
い
や
志
が
経
糸
・
緯
糸
と
な
り
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
テ
ン
ポ
よ
く
物
語
が
展
開
す
る
。 

一
生
に
一
度
お
目
に
か
か
る
か
ど
う
か
と
い

う
言
葉
遣
い
や
熟
語
が
し
ば
し
ば
顔
を
出
し
、

漢
和
辞
典
を
脇
に
置
い
て
お
き
た
く
な
る
の
が

何
と
も
心
憎
い
。 

  

  

八
千
代
西
高
校 

地
歴
公
民 

Ａ
先
生  

19 ｶﾞﾂ 

紙鑑定士の事件ファイル 

歌田 年 

 

紙
鑑
定
士
の
渡
部
、
伝
説
の
プ
ロ
モ
デ
ラ
ー
土

生
井
（
は
ぶ
い
）
の
コ
ン
ビ
が
、
ジ
オ
ラ
マ
か
ら
見
つ

け
た
手
が
か
り
か
ら
、
進
行
し
て
い
る
事
件
を
解

決
す
る
た
め
に
奔
走
す
る
お
話
。
紙
鑑
定
士
と
プ

ロ
モ
デ
ラ
ー
と
い
う
珍
し
い
職
業
の
２
人
が
自
分

の
専
門
分
野
を
活
か
し
て
事
件
を
解
決
へ
と
進
め

て
行
く
。
そ
し
て
終
盤
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
紙
鑑

定
士
が
繰
り
出
す
２
つ
の
キ
リ
フ
ダ
と
は
…
？

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
大
賞
に
選
ば
れ

て
い
る
作
品
で
あ
り
、最
後
ま
で
夢
中
に
な
っ
て
読

み
進
め
ら
れ
た
。 
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https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101444277


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神はサイコロを振らない 

大石英司 

 

21 ｶﾐ 

 
 

 

一
九
九
四
年
八
月
一
五
日
、
68

人
の
乗
員
・

乗
客
を
乗
せ
た
報
和
航
空
四
〇
二
便
が
、
突
然

消
息
を
絶
っ
た
。
機
体
の
残
骸
は
発
見
さ
れ
ず
、

謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
幕
が
下
ろ
さ
れ
た
。
そ
う

し
て
事
件
か
ら
十
年
後
、
消
え
た
四
〇
二
便
が

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
羽
田
に
帰
還
し
た
。
日
本

中
が
驚
愕
し
、
遺
族
ら
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
し
か

し
彼
ら
に
は
悲
し
き
運
命
が
告
げ
ら
れ
る
。 

 
 

十
年
の
時
を
経
て
変
わ
り
果
て
た
世
界
、
家

族
や
友
人
達
を
見
て
時
間
の
止
ま
っ
た
彼
ら
は

ど
う
向
き
合
う
の
か
。
残
酷
な
運
命
を
背
負
い

な
が
ら
も
失
っ
た
時
間
を
取
り
戻
す
心
温
ま
る

物
語
。 
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「Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
理
念
は
「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
」
で
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
と
、「
変
革
」

を
す
る
こ
と
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
で
あ
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

幼
い
頃
か
ら
人
と
同
じ
行
動
が
と
れ
な
い
「
他

の
人
と
は
違
う
」
兄
の
道
。
何
で
も
一
応
は
で
き

る
け
ど
何
か
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
ふ

つ
う
で
あ
る
こ
と
を
不
満
に
思
う
妹
の
羽
衣
子
。

「
ふ
た
り
で
」
祖
父
の
遺
志
を
継
ぎ
『
ソ
ノ
ガ
ラ

ス
工
房
』
を
営
ん
で
い
る
。
互
い
を
理
解
で
き
ず

苦
手
に
思
っ
て
い
る
が
、
あ
る
事
か
ら
「
羽
衣
子

に
と
っ
て
の
『
特
別
』
と
か
『
ふ
つ
う
』
は
、
た

だ
ひ
と
り
の
特
別
な
人
間
と
、
同
じ
よ
う
な
そ
の

他
大
勢
の
人
っ
て
こ
と
な
ん
か
も
し
れ
ん
。
け
ど

ぼ
く
に
と
っ
て
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
違
う
状
態

が
『
ふ
つ
う
』
な
ん
や
。」
と
道
に
聞
か
さ
れ
る
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
づ
ら
さ

や
痛
み
を
感
じ
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
知
る
。 

 

抱
え
て
い
る
も
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
し
、

そ
の
対
処
・
対
応
も
違
う
。
読
後
、
そ
れ
で
い
い

の
だ
と
優
し
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。 
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ガラスの海を渡る舟 
寺地 はるな 

 

23 ｶﾝ 

著
者
は
、
二
十
世
紀
中
に
は
無
理
と
言
わ
れ
て

い
た
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（

）
の
開
発
に

世
界
で
初
め
て
成
功
し
、
２
０
１
４
年
に
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。 

そ
の
開
発
成
功
に
至
る
ま
で
の
苦
労
以
上
に
、

著
者
の
哲
学
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。
日
米

の
価
値
観
の
違
い
か
ら
海
外
に
流
出
す
る
優
秀

な
日
本
の
頭
脳
や
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
通
過
点
の

一
つ
に
過
ぎ
ず
、
真
の
目
的
は
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
怒
り
を
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。 

著
者
の
哲
学
が
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
創
っ
て

い
く
若
者
達
に
役
立
つ
と
信
じ
る
一
冊
で
す
。 

 

八
千
代
東
高
校 

数
学 

Ｓ
先
生 

 

   

考える力、やり抜く力  
私の方法 

 
中村 修二 

 

完全恋愛 

牧 薩次 

 

他
者
に
そ
の
存
在
さ
え
知
ら
れ
な
い
罪
を
完

全
犯
罪
と
呼
ぶ
。で
は
、
他
者
に
そ
の
存
在
さ
え

知
ら
れ
な
い
恋
は
完
全
恋
愛
と
呼
ば
れ
る
べ
き

か
？ 

 

主
人
公
は
東
京
か
ら
疎
開
し
て
き
た
中
学
二

年
の
少
年
・
本
庄
究
。
第
三
章
に
わ
た
り
不
可

解
な
殺
人
事
件
や
究
極
の
ア
リ
バ
イ
工
作
が
彼

に
降
り
か
か
る
。
そ
し
て
、
全
て
の
謎
を
結
ぶ
の

は
究
が
生
涯
愛
し
続
け
た
「
小
仏
朋
音
」
と
い
う

女
性
だ
っ
た
。 

 

壮
大
な
ミ
ス
テ
リ
ー
で
す
が
、
恋
愛
小
説
と
し

て
も
、
あ
る
一
人
の
人
生
と
し
て
も
面
白
い
作

品
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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電
車
に
は
ね
ら
れ
怪
我
の
療
養
の
た
め

に
城
の
崎
温
泉
の
旅
館
で
見
つ
け
た
蜂
の

死
骸
か
ら
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
は
様
々

な
事
に
思
い
を
は
せ
、考
え
る
。 

 

「
小
説
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
志
賀
直
哉

は
日
常
に
お
け
る
様
々
な
も
の
に
命
を
吹

き
込
み
ま
す
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
読
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

          

 

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん  

城の崎にて 
志賀 直哉 

  君たちはどう生きるか 

吉野 源三郎    

第
２
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
２
年
前
に
書
か

れ
た
本
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
８０

年以
上

に
わ
た

り
読
み
継
が
れ
て
い
る
良
書
で
す
。 

主
人
公
の
コ
ペ
ル
君
は
中
学
２
年
生
。
当
時
の

中
学
校
は
、
義
務
教
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
仲
の
良
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
３
人
と
の
関
わ
り

を
軸
に
、
叔
父
さ
ん
と
の
対
話
を
通
し
て
、
「
自

分
は
何
を
大
切
に
、
ど
う
生
き
て
い
け
ば
い
い

か
」
と
い
う
問
い
に
コ
ペ
ル
君
は
向
き
合
い
ま
す
。 

叔
父
さ
ん
が
コ
ペ
ル
君
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
こ

と
や
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
を
、
一
冊
の
ノ
ー
ト
に

書
き
た
め
、
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
く
れ
ま

す
。 人

が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
り
、
暴
力
を
振
る
わ

れ
た
り
し
た
と
き
に
、
止
め
に
入
ろ
う
と
し
て
も

体
が
動
か
な
い
。
そ
ん
な
体
験
を
し
た
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
当
の
勇
気
と
は
何

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

本
書
は
、
自
分
の
問
題
と
し
て
読
者
に
問
い
か

け
ま
す
。「
私
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
と
。 
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君と夏が、鉄塔の上 

賽助 

タ
イ
ト
ル
か
ら
想
象
で
き
る
よ
う
に
「
あ
る

夏
の
日
の
少
年
と
少
女
に
よ
る
鉄
塔
青
春
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」
で
す
。
中
学
生
の
夏
休
み
っ
て
こ
ん

な
感
じ
だ
っ
た
な
と
、
焼
け
付
く
よ
う
な
太
陽

の
熱
、
緑
が
透
け
る
木
々
を
通
り
抜
け
る
風
の

に
お
い
、ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
出
来
事
や
甘
く
て

酸
っ
ぱ
い
感
情
…
。
ほ
ん
の
り
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
描
写
に
、
自
分
自
身
が

あ
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、
胸

の
奥
が
じ
わ
り
と
あ
た
た
か
く
な
り
ま
す
。 

主
と
な
る
登
場
人
物
３
人
も
そ
れ
ぞ
れ
魅
力

的
で
、文
章
も
読
み
や
す
く
、テ
ン
ポ
よ
く
読
め

る
一
冊
で
す
。 
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君は月夜に光り輝く 

佐野 徹夜 

高
校
生
の
岡
田
卓
也
は
ク
ラ
ス
の
寄
せ
書
き

を
届
け
る
た
め
に
、
ま
だ
会
っ
た
こ
と
の
な
い
入

院
中
の
同
級
生
・渡
良
瀬
ま
み
ず
の
も
と
へ
と
向

か
う
。
彼
女
は
“
発
光
病
“と
い
う
不
治
の
病
を

発
症
し
、す
で
に
宣
告
さ
れ
た
余
命
を
過
ぎ
、
余

命
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
た
。
十
五
歳
の
時
に
卓
也
は

そ
ん
な
ま
み
ず
に
代
わ
っ
て
、
彼
女
が
し
た
か
っ

た
こ
と
を
実
行
し
、そ
の
感
想
を
伝
え
る
、
代
行

体
験
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
代
行

体
験
を
通
じ
て
、
い
つ
し
か
互
い
に
惹
か
れ
合
う

ま
み
ず
と
卓
也
だ
っ
た
が
…
。 

結
果
は
読
ん
で
か
ら
の
お
楽
し
み
で
す
。 
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https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784838729463
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784799322703


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29 ｷﾖ 教養としてのプログラミング講座 

清水 亮 

 

こ
の
本
は
二
〇
一
四
年
に
発
行
さ
れ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
注
目
が
集
ま
り
始
め

よ
う
と
し
た
と
き
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
世

界
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
中
身
は
濃
い
が
、

ペー
ジ

ほ
ど
の
新
書
で
、
と
て
も
読
み
や

す
い
本
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
が

あ
る
方
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
と
な
ぜ

教
養
が
身
に
つ
く
の
か
が
知
り
た
い
方
に
薦

め
る
。 

 

こ
の
本
を
読
ん
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
世

界
を
気
楽
に
冒
険
し
て
み
よ
う
。
こ
の
本
を
読

み
終
え
た
後
に
、
世
の
中
の
見
え
方
が
変
わ
る 

か
も
。 
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嫌われる勇気 

岸見 一郎 

二
〇
世
紀
初
頭
に
精
神
科
医
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア

ド
ラ
ー
は
「
ど
う
す
れ
ば
人
は
幸
せ
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
か
」
と
い
う
誰
も
が
一
度
は
考
え
る
哲
学

的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
心
理
学
の
立
場
か
ら
答
え

を
提
示
し
ま
し
た
。 

本
書
は
、
悩
み
多
き
青
年
の
質
問
を
、
哲
学
者
が

答
え
て
い
く
対
話
形
式
で
描
か
れ
、
２
人
の
問
答
を

と
お
し
て
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
思
想
が
生
き
生
き
と

示
さ
れ
ま
す
。
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
太
字
で
書
か

れ
、
そ
れ
を
追
っ
て
い
く
だ
け
で
も
、
み
な
さ
ん
の
こ

れ
ま
で
の
常
識
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。 
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桐島、部活やめるってよ 

朝井リョウ 

一
七
歳
の
一
瞬
の
き
ら
め
き
を
書
く
オ
ム

ニ
バ
ス
。
バ
レ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
桐
島
が
、
と

つ
ぜ
ん
部
活
を
や
め
た
。
そ
の
こ
と
で
、
同
高

校
に
通
う
五
人
の
生
活
に
小
さ
な
波
紋
が
広

が
り
…
。 

 

い
た
る
と
こ
ろ
で
リ
ン
ク
す
る
一
七
歳
の
物

語
。
桐
島
は
、
最
後
ま
で
登
場
し
な
い
ば
か
り

か
、な
ぜ
部
活
を
や
め
た
の
か
も
一
切
言
及
さ

れ
な
い
。
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
や
学
生
時
代
特

有
の
葛
藤
を
リ
ア
ル
に
え
が
き
、
多
く
の
共
感

を
よ
ん
だ
作
品
。 
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空中ブランコ 

奥田 英朗 

精
神
科
医
で
あ
る
伊
良
部
一
郎
は
、
登
場
人

物
の
様
々
な
悩
み
を
奇
想
天
外
な
方
法
で
治
療

し
て
い
く
。
そ
の
方
法
は
、
笑
っ
て
し
ま
う
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
ば
か
り
。
最
初
は
変
な
先
生
だ
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
読
み
進
め
る
に
つ
れ
て
そ
の

魅
力
に
は
ま
っ
て
い
く
こ
と
間
違
い
な
し
。 

登
場
人
物
の
悩
み
は
、
誰
し
も
が
少
な
か
ら

ず
抱
え
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
自
分
の
本
当
の

気
持
ち
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、理
解
し
よ
う
と

す
る
こ
と
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
姿
か
ら
、

生
き
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
も
ら
え
る
か
も
？ 
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https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784478025819
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784167711023


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
に
か
く
読
み
や
す
く
、
比
較
し
な
が
ら
の

例
え
が
う
ま
い
。
「
旧
約
聖
書
は
古
代
ユ
ダ
ヤ

王
国
の
建
国
史
、新
約
聖
書
は
イ
エ
ス
の
伝
記

と
す
る
と
、
コ
ー
ラ
ン
は
親
父
の
説
教
に
似
て

い
る
」
と
は
妙
に
頷
け
る
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー

性
が
あ
ま
り
な
い
特
色
に
つ
い
て
は
、
「
コ
ー
ラ

ン
は
詩
歌
で
あ
り
、
神
の
音
楽
で
あ
る
」
と
力

説
す
る
。
私
が
エ
ジ
プ
ト
・ト
ル
コ
・マ
レ
ー
シ
ア

を
旅
し
た
時
に
耳
に
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
美

し
い
旋
律
は
、
ま
さ
に
神
の
音
楽
で
あ
っ
た
。

最
良
の
イ
ス
ラ
ー
ム
入
門
書
と
し
て
推
薦
す

る
。 

 

    

八
千
代
高
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歴
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36 ｺｰ 
コーランを知っていますか 

阿刀田高 

鎖塚 

小池 喜孝 

北
海
道
の
綱
走
と
北
見
の
中
間
、端
野
町
緋
牛

内
の
国
道
脇
に
「
鎖
塚
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。 

明
治
二
四
年
年
（
一
八
九
一
年

年
）
、
綱
走
と
旭
川

を
結
ぶ
国
道
の
開
削
工
事
に
、
お
よ
そ
千
五
百
人

の
囚
人
が
動
員
さ
れ
、
七
ヶ
月
の
突
貫
工
事
の
期

間
中
に
三
百
人
に
も
お
よ
ぶ
囚
人
が
、
苛
酷
な
労

働
の
た
め
に
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く

な
っ
た
者
た
ち
は
工
事
現
場
脇
に
放
置
さ
れ
、
そ

の
上
に
盛
り
土
が
さ
れ
、
彼
ら
の
足
を
結
ん
で
い

た
、
辛
い
労
働
を
物
語
る
鎖
が
周
囲
か
ら
発
見
さ

れ
た
の
で
、
自
ず
と
人
々
か
ら
「
鎖
塚
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。か
つ
て
は
、

そ
の
よ
う
な
塚
が
道
路
脇
に
幾
つ
も
存
在
し
て
い

た
の
で
す
。
こ
の
本
は
、
明
治
前
半
、
北
海
道
開
拓

期
の
苛
烈
な
囚
人
労
働
を
告
発
す
る
と
共
に
、
そ

の
廃
止
に
向
け
て
努
力
し
た
刑
務
所
長
、
看
守
、

教
誨
師
、自
由
民
権
活
動
家
た
ち
の
物
語
で
も
あ

り
ま
す
。   

 

八
千
代
西
高
校 

英
語 

Ｙ
先
生  

   
  

33 ｸｻ 

   

社
会
人
の
恋
と
学
生
の
恋
は
、両
方
良
い
面
が
あ

り
当
然
悪
い
面
も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
否
定
す
る
気

は
な
い
が
、
や
っ
ぱ
り
学
生
の
恋
は
良
い
と
思
う
。

そ
こ
で
、
全
世
代
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
作

品
が
、
櫻
い
い
よ
さ
ん
の
、
交
換
ウ
ソ
日
記
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る
。
恋
は
実
ら
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、実

ら
せ
る
ま
で
の
、
す
れ
違
い
や
、
努
力
の
過
程
も
大

切
だ
と
思
う
。
十
人
十
色
で
あ
る
恋
の
形
を
こ
れ

ま
で
な
か
っ
た
形
で
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
シ
リ

ー
ズ
だ
。
ど
の
作
品
も
ニ
ヤ
リ
が
止
ま
ら
な
く
な

る
ほ
ど
、
ド
キ
ド
キ
し
て
、
自
分
も
こ
ん
な
恋
が
し

て
み
た
い
と
思
え
る
作
品
で
あ
る
。
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
。 

 

八
千
代
東
高
校 

Ａ
さ
ん 

 

 交換ウソ日記２ 

櫻 いいよ 

 

35 ｺｳ 

交換ウソ日記 

櫻 いいよ 

 

「
好
き
だ
」
…
机
の
中
を
見
る
と
一
枚
の
ハ
ー

ズ
リ
ー
フ
に
そ
う
書
か
れ
て
い
た
。
送
り
主
は
、

学
校
で
一
番
人
気
の
瀬
戸
山
。
イ
タ
ズ
ラ
か
な

と
戸
惑
い
つ
つ
も
、
返
事
を
書
き
、
彼
の
靴
箱
に

そ
っ
と
入
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
二
人
の
交
換
日

記
の
始
ま
り
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
は
勘
違
い
と
ウ
ソ
が
入
り
混
じ

り
思
い
も
よ
ら
な
い
方
向
へ
物
語
は
進
ん
で
い

く
の
で
あ
っ
た
。 

あ
な
た
は
、
衝
撃
の
結
末
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
ド
キ

ド
キ
が
止
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
是
非
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。   

 
 

 
 

八
千
代
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https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784006033095


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

告白 

湊 かなえ 

娘
を
自
分
の
生
徒
に
殺
さ
れ
た
中
学
校

教
師
の
復
讐
の
物
語
で
す
。
と
あ
る
中
学

校
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
女
性
担
任
の
「
自
分

の
娘
は
こ
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
殺
さ
れ
ま
し

た
」
と
い
う
衝
撃
的
な
告
白
か
ら
物
語
が
始

ま
り
ま
す
。 

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
ど
う
し

て
生
徒
が
娘
を
殺
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

真
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、
一
気
に
読

め
る
一
冊
だ
と
思
い
ま
す
。
映
画
化
も
さ
れ

て
い
ま
す
。 

原
作
も
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

八
千
代
西
高
校 

家
庭 

Ｕ
先
生  

37 ｺｸ 

 

こ
の
本
は
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
谷
部

誠
選
手
が
書
い
た
本
で
あ
り
、
長
谷
部
選
手
本

人
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験
か
ら
、
自
分
を
よ
り
良
い

人
に
す
る
た
め
の
方
法
や
、
他
人
を
救
っ
た
り
、

他
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

で
、
安
定
し
た
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
実
践
や

応
用
で
き
る
メ
ン
タ
ル
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
書
名
ど
お
り
「
心
を
整
え
る
。
」
こ
と

が
で
き
る
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
５６

に
分
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
五
分
ず
つ
読
め
る
の
で
と
て
も
読

み
や
す
い
本
で
す
。 

         

八
千
代
高
校 

Ｋ
さ
ん  

38 ｺｺ 

 

心を整える。 
勝利をたぐり寄せるための 56の習慣 

長谷部誠 

私
が
紹
介
す
る
こ
の
本
は
、我
々
が
日
々
使
っ

て
い
る
言
葉
の
言
わ
れ
て
み
る
と
不
思
議
な
所

や
、
そ
う
な
っ
て
い
る
理
由
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
「
人
の
噂
も
七
十
五
日
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
は
、
な
ん
で
七
十
五
日
と
い
う
数
字

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
古
来
の

本
で
は
五
七
、
七
五
調
が
多
様
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
語
呂
の
良
さ
か
ら
七
と
五
を
並
べ
た
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
に
深
く
ま
で
言
葉
を
知
っ
て

日
々
の
会
話
や
読
み
書
き
に
ち
ょ
っ
と
し
た
面

白
さ
を
プ
ラ
ス
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。 

        

八
千
代
高
校 

Ａ
さ
ん  

39 ｺﾉ この言葉の語源を言えますか? 

日本語探偵倶楽部（編） 

40 ｺﾝ 今日の芸術 
時代を創造するものは誰か 

岡本太郎 

 

Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
の
構
内
に
、
幅
30

ｍ
の
『
明
日
の

神
話
』
と
い
う
大
壁
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

作
者
は
、
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
の
シ
ン
ボ

ル
『
太
陽
の
塔
』
を
制
作
し
、
「
芸
術
は
爆
発

だ
！
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
有
名
な
岡
本
太
郎
。
奇

人
扱
い
さ
れ
る
岡
本
で
は
あ
る
が
、
若
い
頃
か

ら
パ
リ
に
留
学
し
、
絵
画
や
哲
学
・
民
俗
学
を

学
ん
だ
人
で
あ
る
。 

「
今
日
の
芸
術
は
、う
ま
く
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
き
れ
い
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
ち
よ

く
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
、
一
般
的
に

考
え
る
と
全
く
逆
説
の
よ
う
な
彼
の
論
理
が
、

本
を
読
み
進
め
る
に
し
た
が
い
ご
く
自
然
で
人

間
的
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
岡
本
太
郎

の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

美
術
に
興
味
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
こ
の

本
を
読
み
終
え
た
時
、
目
の
前
が
今
ま
で
と
は

違
う
全
く
新
し
い
世
界
に
感
じ
ら
れ
、
何
か
救

わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
ご
一
読
を
！ 

 
    

八
千
代
高
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https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784575513448


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41 ｺﾝ 

 

狩
猟
、
農
業
、
牧
畜
、
建
築
、
求
愛
な
ど
、

人
間
の
生
活
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
築
い
て

き
た
社
会
・
文
明
は
、
ほ
と
ん
ど
昆
虫
が
先

に
や
っ
て
い
た
と
い
う
驚
き
の
本
。
そ
の
生
活

の
仕
方
に
驚
く
と
と
も
に
、
小
さ
な
身
体
に

秘
め
ら
れ
た
強
い
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
る
本

で
す
。ま
た
、
人
間
の
生
活
に
お
い
て
も
あ
ら

た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
昆
虫
も
す
ご

い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
研
究
を
さ
れ

た
著
者
の
丸
山
先
生
も
す
ご
い
で
す
。
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

      

八
千
代
高
校 

保
健
体
育 

Ｋ
先
生  

昆虫はすごい 
丸山宗利 

サンタの友だちバージニア 

村上 ゆみ子 

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
本
当
に
い
る
の
？
」
子
供

か
ら
聞
か
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
答
え
ま
す

か
？ 一

八
九
七
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
八
歳
の
バ

ー
ジ
ニ
ア
が
、
こ
の
質
問
を
新
聞
社
に
投
書
し
ま

し
た
。
新
聞
社
は
社
説
欄
で
こ
れ
を
回
答
し
ま

す
。 「

そ
う
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
い
る

の
で
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
い
る
と
い
う
の
は
、

こ
の
世
の
中
に
愛
や
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
が
あ

る
の
と
同
じ
く
ら
い
確
か
な
も
の
で
す
」 

目
に
見
え
る
も
の
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
と

教
え
て
く
れ
る
心
温
ま
る
お
話
し
で
す
。 

こ
の
社
説
が
掲
載
さ
れ
て
か
ら
百
年
以
上
た

っ
た
今
で
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
な
る
と
、
ど
こ
か

の
新
聞
に
こ
の
社
説
が
載
る
そ
う
で
す
。 

 

 

  

八
千
代
西
高
校 

I

先
生  

４２ｻﾝ 

死刑囚最後の日 

ヴィクトル・ユゴー 

 

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
の
ユ
ゴ
ー
が
著
し
た

隠
れ
た
傑
作
。
死
刑
判
決
か
ら
執
行
ま
で

を
一
人
称
で
綴
っ
て
お
り
、
そ
の
精
緻
な
心

情
描
写
は
、私
た
ち
に
重
苦
し
さ
を
味
わ
わ

せ
る
。
特
に
、
執
行
当
日
の
娘
と
の
最
後
の

会
話
や
断
頭
台
へ
向
か
う
馬
車
、断
頭
台
を

目
の
当
た
り
に
し
た
際
の
衝
撃
な
ど
の
表

現
に
は
妙
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
感
じ
る
。
主

人
公
は
死
刑
に
相
当
す
る
罪
を
犯
し
た
の

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の

悲
愴
感
や
絶
望
感
が
漂
っ
て
お
り
、
ユ
ゴ
ー

の
類
稀
な
才
能
を
感
じ
さ
せ
る
。        

八
千
代
高
校 

Ｔ
さ
ん            

４３ｼｹ 

下町ロケット 

池井戸潤 

 

こ
の
作
品
は
、
歳
を
取
っ
て
も
昔
か
ら
の
夢
を

追
い
か
け
る
中
小
企
業
の
社
長
が
主
人
公
で

す
。社
会
の
中
で
は
ち
っ
ぽ
け
と
も
思
え
る
人
た

ち
が
巨
大
な
権
力
に
立
ち
向
か
う
の
は
と
て
も

勇
気
を
も
ら
え
ま
す
。
大
企
業
や
銀
行
か
ら
は

下
請
け
の
工
場
と
軽
く
見
ら
れ
な
が
ら
も
、ロ
ケ

ッ
ト
開
発
に
貢
献
す
る
夢
を
諦
め
ず
に
努
力
し

続
け
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
と
い
う
物
語
で

す
。
こ
の
本
は
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
大

切
だ
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

  

        

八
千
代
高
校 

Ｓ
さ
ん  
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https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784034211007
https://www.amazon.co.jp/%E6%AD%BB%E5%88%91%E5%9B%9A%E6%9C%80%E5%BE%8C%E3%81%AE%E6%97%A5-%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%AB-%E3%83%A6%E3%82%B4%E3%83%BC-ebook/dp/B009AZT3Y0/ref=sr_1_1?adgrpid=116097110339&hvadid=536159914966&hvdev=c&hvqmt=e&hvtargid=kwd-334288000921&hydadcr=16037_13473661&jp-ad-ap=0&keywords=%E6%AD%BB%E5%88%91%E5%9B%9A%E6%9C%80%E5%BE%8C%E3%81%AE%E6%97%A5&qid=1642751983&sr=8-1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死に山 

ドニー・アイカー 

九
人
の
大
学
生
が
普
通
で
は
あ
り
得
な
い

状
態
の
遺
体
で
、
ば
ら
ば
ら
の
場
所
で
発
見

さ
れ
た
、
雪
山
で
の
遭
難
事
故
。
し
か
も
、
彼

ら
が
泊
ま
っ
て
い
た
テ
ン
ト
は
、
な
ぜ
か
内
側

か
ら
切
り
裂
か
れ
て
い
た
…
。
と
い
う
、
六
十

年
前
に
本
当
に
あ
っ
た
こ
の
出
来
事
の
く
わ

し
い
説
明
と
、
こ
の
事
件
の
真
相
を
知
ろ
う

と
、
現
場
を
訪
れ
た
著
者
の
活
動
で
構
成
さ

れ
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
三
五
六
ペ
ー

ジ
と
な
か
な
か
厚
い
本
で
す
が
、
先
が
気
に
な

っ
て
気
に
な
っ
て
一
気
読
み
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
小
説
以
外
の
本
で
も
、
こ
ん
な
に
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
ド
キ
ド
キ
す
る
ん
だ
、
と
い
う
読
書
体
験

を
、ぜ
ひ
！ 

  

 

八
千
代
西
高
校 

地
歴
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民 

Ｙ
先
生  

45 ｼﾆ 

死ぬときに後悔すること２５ 

大津 秀一 

明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
生
き

て
き
た
人
間
は
、
後
悔
が
少
な
い
。
明
日
死
ぬ

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
人
間
は
、
限
ら
れ
た
生

の
時
間
を
精
一
杯
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
で

あ
り
、
一
日
一
日
に
最
善
を
尽
く
そ
う
と
す

る
人
間
で
あ
る
、
一
期
一
会
を
思
う
人
間
で

あ
る
。 

た
だ
適
当
に
毎
日
を
過
ご
す
よ
り
全
力
で

日
々
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
る
世
界
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
是
非
、
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。 

  

 

八
千
代
西
高
校 

保
健
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Ｇ
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  46 ｼﾇ  

自分の構造 
逃げの心理と言い訳の論理 

加藤諦三 

 

「
自
分
を
実
際
以
上
に
見
せ
る
こ
と
の
危

険
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
際
の
自
分
を
自
分

が
嫌
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」 

 

よ
く
、
「
す
ば
ら
し
い
自
分
」
を
人
に
対
し

て
演
じ
て
疲
れ
て
し
ま
う
と
い
う
あ
な
た
、

劣
等
感
が
強
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
何

だ
か
不
安
な
あ
な
た
…
に
読
ん
で
ほ
し
い
一

冊
。様
々
な
感
情
が
深
く
分
析
さ
れ
て
い
て
、

自
分
の
気
持
ち
を
見
つ
め
る
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
。
こ
れ
を
読
め
ば
、
自
問
自
答
し
、

自
分
を
知
る
楽
し
さ
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
困

っ
た
と
き
に
、
つ
い
、
開
き
た
く
な
る
よ
う
な

本
。
必
ず
「
実
際
の
」
自
分
を
受
け
止
め
て

く
れ
る
言
葉
が
こ
の
本
に
は
あ
る
。 

               

八
千
代
高
校 

Ｍ
さ
ん  

 
 

 
 

 
 

４７ｼﾞﾌﾞ 

シャーデンフロイデ 

中野 信子 

シ
ャ
ー
デ
ン
フ
ロ
イ
デ
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
、

誰
か
が
失
敗
し
た
と
き
に
思
わ
ず
沸
き
起
こ
っ

て
し
ま
う
喜
び
の
感
情
の
こ
と
。
ヒ
ト
は
集
団
を

作
る
こ
と
で
生
存
率
を
高
め
、
生
き
延
び
て
き

た
。
自
分
た
ち
の
集
団
を
守
る
た
め
に
、
集
団
内

の
都
合
の
悪
い
個
体
（
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
異
分

子
）
を
標
的
と
し
て
発
見
し
、排
除
す
る
た
め
に

こ
の
感
情
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。
い
じ
め
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
が
な
く
な

ら
な
い
の
は
こ
の
ヒ
ト
の
本
質
が
関
係
し
て
い

た
。
時
代
ご
と
に
形
を
変
え
て
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
問
題
と
な
っ
て
で
て
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
自

分
に
も
こ
の
感
情
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
周
り
の

状
況
を
冷
静
に
捉
え
な
が
ら
行
動
を
決
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
本
で
す
。 

 

 

  

八
千
代
西
高
校 

養
護 

W

先
生  

48 ｼｬ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784309207445
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101277615
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344984813


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週末ライト・サバイバルのすすめ 

カメ五郎 

私
が
こ
の
本
を
お
す
す
め
す
る
理
由
は
「
カ

メ
五
郎
さ
ん
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
完
全
初
心
者

の
状
態
か
ら
す
べ
て
を
開
始
し
、
そ
の
間
に
失

敗
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
努
力
と
工
夫
を
続

け
て
ま
と
め
上
げ
た
知
恵
が
惜
し
み
な
く
書

か
れ
て
い
る
か
ら
」
で
す
。
私
は
「
生
き
る
う
え

で
失
敗
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
く
じ
け

ず
努
力
と
工
夫
を
続
け
る
こ
と
で
、
様
々
な
問

題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
、

こ
の
本
を
推
薦
し
ま
す
。 

  

八
千
代
西
高
校 

英
語 

Ｍ
先
生  

49 ｼﾕ 

50 ｼｭ 
シュガー社員が会社を溶かす 

       田北 百樹子 

 

み
な
さ
ん
は
、
現
代
の
社
会
の
マ
ナ
ー
な
ど

を
し
っ
か
り
知
っ
て
い
ま
す
か
。
わ
か
り
や
す

く
知
り
た
い
方
に
は
、
シ
ュ
ガ
ー
社
員
が
会
社

を
溶
か
す
と
い
う
本
が
お
す
す
め
で
す
。 

こ
の
本
は
、
シ
ュ
ガ
ー
社
員
（
ダ
メ
な
社
員
）

が
ど
ん
ど
ん
会
社
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
と

い
う
話
で
す
。
シ
ュ
ガ
ー
社
員
が
会
社
を
辞
め

る
理
由
が
、
私
は
、「
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
た
め

に
今
ま
で
努
力
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
と
言

っ
て
自
分
の
能
力
を
知
ら
な
い
の
に
、
プ
ラ
イ

ド
だ
け
は
高
く
、
急
に
勝
手
に
や
め
て
い
き
ま

す
。
読
ん
で
み
る
と
、
こ
ん
な
人
に
は
な
り
た

く
な
い
と
思
え
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
千
代
東
高
校 

Ｍ
さ
ん 

 
 

  

13歳からの「くにまもり」 

倉山 満 

現
在
、
国
連
加
盟
国
は

ヵ
国
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、こ
こ
で
問
題
で
す
。そ
の
中
で
最

も
歴
史
が
長
い
国
は
何
処
だ
か
ご
存
じ
で
す

か
。
答
え
は
我
が
国
「
日
本
」
で
す
。
断
ト
ツ

の
世
界
一
で
す
。
こ
の
問
い
に
即
答
で
き
な

か
っ
た
方
は
是
非
本
書
を
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
国
が
ど
ん
な
国

な
の
か
。ど
ん
な
歴
史
を
持
ち
、そ
し
て
ど
ん

な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
知

っ
て
く
だ
さ
い
。
知
る
だ
け
で
自
分
の
生
き

方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

 

  

八
千
代
西
高
校 

国
語 

Ｏ
先
生   

51 ｼﾞﾕ 

１５歳の東京大空襲 

半藤 一利 

 

十
五
歳
の
時
に
戦
争
を
経
験
し
た
半
藤
一

利
さ
ん
。
そ
の
時
に
必
死
に
生
き
た
半
藤
さ

ん
が
、
何
を
考
え
、
喜
び
、
悲
し
み
、
ど
う
生
き

抜
い
た
の
か
が
書
か
れ
た
本
で
す
。
我
々
の
先

人
が
こ
の
国
を
ど
う
築
き
上
げ
て
き
た
の
か
、

そ
れ
を
今
後
の
未
来
へ
ど
う
受
け
継
い
で
い
く

べ
き
な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
本
だ
と
思
い

ま
す
。 

こ
の
本
は
、
皆
さ
ん
の
中
で
も
特
に
若
者
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
日
本
の
未
来
を
築
き
上
げ
て

い
く
若
者
に
と
っ
て
、
我
々
と
し
て
の
課
題
を

今
後
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
感

じ
る
事
が
で
き
ま
す
。 

 

 
 

八
千
代
東
高
校 

Ｓ
さ
ん 

 

52 ｼﾞｭ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784048968560
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784594082895


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14ひきのあさごはん 

       いわむらかずお 

 

こ
の
本
と
の
出
会
い
は
、
私
の
子
ど
も
が
幼
い

頃
で
す
。
高
校
生
に
は
、
か
な
り
幼
稚
な
内
容
で

す
が
描
か
れ
て
い
る
絵
の
緻
密
さ
は
大
変
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
木
の
実
一
つ
一
つ
、

草
木
の
一
本
一
本
ま
で
が
絵
の
中
で
生
命
感
を

放
ち
大
人
ま
で
も
が
体
を
縮
小
し
て
ね
ず
み
達

の
暮
ら
し
へ
と
惹
き
込
ま
れ
る
の
で
す
。
十
四
ひ

き
の
ね
ず
み
が
自
然
の
優
し
さ
や
厳
し
さ
の
中

で
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
地
道
に
生
き
て
い
く

姿
に
、
自
分
の
日
常
を
重
ね
ま
す
。
心
が
少
し
疲

れ
た
時
に
お
薦
め
の
本
で
す
。 

 

八
千
代
高
校 

家
庭
科 

Ｇ
先
生  

         

53 ｼﾞｭ 

54 ｼﾖ 昭和 16 年夏の敗戦 

         猪瀬 直樹 

 

日
米
開
戦
の
８
ケ
月
前
、
全
国
各
地
か
ら
「
総

力
戦
研
究
所
」
に
集
め
ら
れ
た
若
き
エ
リ
ー
ト

達
。
知
性
と
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
導
き
出
さ
れ

た
「
日
本
必
敗
」
と
い
う
結
論
は
な
ぜ
葬
ら
れ
た

の
か
。
軍
の
論
理
が
正
当
な
判
断
を
ね
じ
曲
げ
、

国
の
指
導
者
は
「
こ
の
戦
争
は
負
け
る
」
と
分
か

っ
て
い
て
会
戦
を
決
断
す
る
。
文
民
統
制
が
な

く
な
る
と
、
こ
ん
な
悲
劇
が
起
こ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
我
が
国
の
安

全
保
障
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
千
代
東
高
校 

地
歴
公
民 

Ｔ
先
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

女王はかえらない 

降田天 

 

こ
の
本
は
、
小
学
生
の
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
を

舞
台
と
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、「
こ
の
ミ
ス
大
賞
」

に
も
選
ば
れ
た
作
品
で
す
。 

 

女
王
、
マ
キ
の
絶
対
王
政
で
あ
る
四
年
一
組
の

中
で
、
「
オ
ッ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
変
わ
り
者
扱
い
を

受
け
る
こ
と
で
カ
ー
ス
ト
か
ら
外
れ
て
い
る
主
人

公
の
ぼ
く
は
、
ク
ラ
ス
の
状
況
を
変
え
よ
う
と
奮

起
し
な
が
ら
も
い
つ
も
負
け
て
し
ま
う
、
学
級
委

員
で
あ
り
幼
な
じ
み
の
メ
グ
を
気
に
か
け
て
い

る
。し
か
し
東
京
か
ら
の
転
校
生
、エ
リ
カ
が
や
っ

て
き
た
こ
と
で
ク
ラ
ス
の
勢
力
図
は
マ
キ
グ
ル
ー

プ
と
エ
リ
カ
グ
ル
ー
プ
に
分
断
さ
れ
、
さ
ら
に
は

マ
キ
は
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら
れ
、あ
っ
と
い
う
間

に
一
組
の
新
女
王
は
エ
リ
カ
と
な
っ
た
。
そ
し
て

ク
ラ
ス
全
員
で
向
か
っ
た
花
火
大
会
で
思
わ
ぬ

事
件
が
起
こ
る
。 

 

予
想
も
し
な
い
ラ
ス
ト
や
何
重
も
の
ト
リ
ッ
ク
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
残
酷
さ
は
ホ
ラ
ー
に
も
近

し
い
で
す
が
読
後
は
確
か
な
高
揚
感
を
感
じ
ま

す
。
終
盤
に
解
け
る
タ
イ
ト
ル
の
ナ
ゾ
に
も
注
目

し
て
く
だ
さ
い
。 

        

八
千
代
高
校 

Ｉ
さ
ん  

 
  

55 ｼﾞｮ 

ジョコビッチの生まれ変わる食事 

ノバク・ジョコビッチ 

 

私
が
お
す
す
め
す
る
本
は
『
ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
の
生

ま
れ
変
わ
る
食
事
』
で
す
。 

 

こ
の
本
は
一
見
ア
ス
リ
ー
ト
の
食
事
の
た
め
の

本
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
代
社
会
の
常
識
的
な

考
え
方
を
変
え
る
本
で
す
。
体
に
良
い
と
い
わ
れ

て
い
る
も
の
を
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に
合

わ
な
い
食
べ
物
を
と
ら
な
い
と
い
う
選
択
を
し
、最

高
の
食
事
が
何
か
を
知
る
た
め
の
術
を
伝
え
て

く
れ
る
本
で
す
。
「
食
べ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
」
と
い
う
、
精
神
的
な
こ
と
ま
で
書
い
て
あ
り

ま
す
。
単
な
る
栄
養
指
導
や
食
事
制
限
の
話
に
と

ど
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
は
「
心
の
こ
と
」
や
「
あ
り

方
」
、「
生
き
方
」
を
語
る
本
で
す
。 

 

          

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん 

  

56 ｼﾞｮ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新解さんの謎 

赤瀬川原平 

 

教
科
書
に
出
て
き
た
言
葉
の
「
意
味
調
べ
」
を
課

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
い
ざ
辞
書
を
開
い
て
み
る
と
、
ゴ
マ
粒
大
の

字
が
所
狭
し
と
並
び
、
淡
々
と
し
た
意
味
の
説
明
に

ウ
ン
ザ
リ…

そ
ん
な
経
験
が
あ
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
よ
く
読
む
と
、
そ
こ
に
は
そ
の
言
葉
の
持

つ
深
い
世
界
観
と
、
そ
の
辞
書
の
「
個
性
」
が
色
濃
く

描
か
れ
て
い
る…

。
こ
の
本
は
辞
書
が
隠
し
持
つ
「
個

性
」
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
本
で
挙
げ
ら
れ
る

「
新
解
さ
ん
」
は
、
そ
の
中
で
も
最
も
魅
力
的
で
個

性
的
な
（
い
わ
ゆ
る
「
ク
セ
強
」
な
）
辞
書
の
一
つ
。
読

む
だ
け
で
も
面
白
い
の
で
す
が
、
一
番
の
オ
ス
ス
メ
は

読
後
に
書
店
に
行
き
、
様
々
な
出
版
社
の
辞
書
を
読

み
比
べ
て
み
る
こ
と
。
も
し
か
す
る
と
「
新
解
さ
ん
」

よ
り
ク
セ
強
な
辞
書
が
見
つ
か
る
か
も…

。
「
意
味

調
べ
」
と
い
う
淡
々
と
し
て
地
味
な
宿
題
を
少
し
で

も
楽
し
く
す
る
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
言
葉
と
出

会
う
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
最
新
の
内
容

で
読
み
た
け
れ
ば
、
夏
石
鈴
子
『
新
解
さ
ん
リ
タ
ー

ン
ズ
』
も
オ
ス
ス
メ
。
） 

 

 
 
 
  

 
  

 

八
千
代
高
校 

国
語 

A

先
生 

            

57 ｼﾝ 

数学ガールの秘密ノート 

結城 浩 

 

58 ｽｳ 

 

「僕
」

は
高
校
二
年
生
。
後
輩
の
高
一
「
テ
ト
ラ
」

さ
ん
に
、
放
課
後
図
書
館
で
数
学
を
教
え
て
い

る
。
同
級
生
の
「
ミ
ル
カ
」
さ
ん
は
、
レ
ベ
ル
高
、

「
僕
」
が
数
学
を
教
わ
っ
て
い
る
。
休
み
の
日
に

は
い
と
こ
の
中
学
生
「
ユ
ー
リ
」
さ
ん
と
数
学
談

義
。 

 
 

こ
ん
な
「
僕
」
の
日
常
を
通
じ
て
、
数
学
を 

 

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

全
十
四
巻
、
分
野
ご
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
気
に
な
る
分
野
か
ら
始
め
て
み
る
の
が
良

い
。
授
業
中
よ
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
分
か

っ
て
し
ま
う
か
も
。
物
足
り
な
い
と
い
う
人
に

は
、
兄
貴
分
『
数
学
ガ
ー
ル
』
シ
リ
ー
ズ
も
あ
り

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
千
代
東
高
校 

数
学 

Ｈ
先
生   

 

数字を読めない「文系バカ」が 
日本をダメにする 

高橋洋一 

 

あ
え
て
刺
激
的
な
タ
イ
ト
ル
の
本
を
選
ん
で
み
ま

し
た
。
時
事
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

マ
ス
コ
ミ
や
官
僚
、
政
治
家
の
思
考
や
決
定
が
、
い
か

に
調
査
や
研
究
に
よ
る
事
実
で
あ
る
数
値
を
認
知

せ
ず
、
根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
も
持
た
な
い
ま
ま
、
で
た

ら
め
で
非
論
理
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。 

学
問
や
人
間
を
文
系
・
理
系
で
分
け
る
こ
と
は
ナ

ン
セ
ン
ス
で
す
。
文
系
で
も
、
科
学
的
・
論
理
的
な
思

考
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
高
校
で
学
び
、

上
級
学
校
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
皆
さ

ん
に
は
、
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
広
い
視
野
で
い
ろ
い

ろ
な
分
野
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
視
野
狭

窄
的
に
、
特
定
の
学
問
（
特
に
数
学
）
を
意
図
的
に

排
除
す
る
こ
と
は
、
自
分
を
「
非
論
理
的
な
バ
カ
」
に

追
い
込
ん
で
い
き
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
「
専
門
バ
カ
」

に
な
る
こ
と
で
す
。
正
し
い
こ
と
を
正
し
い
と
自
信

を
持
っ
て
判
断
す
る
能
力
を
持
つ
に
は
専
門
バ
カ
の

経
験
が
必
要
で
す
。
広
い
知
識
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
、

自
信
を
持
っ
て
判
断
す
る
能
力
が
な
け
れ
ば
、
レ
ベ
ル

の
低
い
マ
ス
コ
ミ
や
官
僚
に
振
り
回
さ
れ
、
世
の
中
は

間
違
っ
た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
日
本
の
未

来
は
、
こ
れ
か
ら
の
君
た
ち
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
か
か

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
本
で
し
た
。 

 
 
 
 
  

 
  

 

八
千
代
高
校 

理
科 

Ｔ
先
生 

   

59 ｽｳ 

ずーっとずっとだいすきだよ 

ハンス・ウイルヘルム 

60 ｽﾞｳ 

 

小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
一
緒
に
成
長
し
て
き
た

飼
い
犬
エ
ル
フ
ィ
ー
と
ぼ
く
。一
緒
に
遊
ん
で
一
緒

に
寝
て
、そ
ん
な
毎
日
が
ず
っ
と
続
け
ば
良
い
け
れ

ど
も
。
き
っ
と
伝
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
は
な
く
、
き

ち
ん
と
想
い
は
相
手
に
伝
え
て
こ
そ
意
味
を
持
ち

ま
す
。こ
の
絵
本
を
読
ん
で
、特
別
な
何
か
で
は
な

く
、
「
お
は
よ
う
」
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
日
常
の

言
葉
を
大
切
に
生
活
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
そ
こ
か
ら
始
ま
る
会
話
や
友
情
が
、
皆
さ
ん
の

高
校
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｓ
先
生 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治と経済のしくみがわかるおとな事典 

池上 彰 

社
会
科
と
い
え
ば
「
暗
記
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
、
私
も
授
業
で
政
治
経
済
や
地
理
を
教

え
て
い
ま
す
が
、
最
後
に
「
覚
え
て
ね
」
と
言
っ
て

し
ま
い
ま
す
し
、
昔
私
自
身
が
学
生
の
時
に
も
闇

雲
に
単
語
を
暗
記
し
て
い
ま
し
た
。 

で
す
が
、こ
の
「
政
治
と
経
済
の
し
く
み
が
わ
か

る
お
と
な
事
典
」
を
読
む
と
暗
記
で
は
な
く
知
識

と
し
て
政
治
や
経
済
、
国
際
情
勢
が
身
に
つ
く
と

私
は
思
い
ま
す
。 

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
一
つ
の
内
容
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
、
と
て
も
読
み
や
す
く
、
池
上
彰
さ
ん
が

監
修
さ
れ
て
い
る
の
で
、
イ
ラ
ス
ト
や
表
な
ど
で

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
上
さ
ん

の
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
読
み
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
本
で
す
。 

こ
れ
か
ら
「
お
と
な
」
に
な
る
学
生
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
お
す
す
め
し
た
い

本
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
が
わ
か
り
、
楽
し
め
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

 
  

八
千
代
西
高
校 

地
歴
公
民 

Ｉ
先
生  

６１ｾｲ 

世界史は化学でできている 

左巻 健男 

科
学
と
人
間
生
活
第
一
章
、
科
学
と
技
術
の

発
展
で
学
習
し
た
歴
史
。
世
界
史
で
学
習
し
た

歴
史
。
そ
こ
に
は
科
学
技
術
の
発
展
な
し
に
は
考

え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
本
か
ら
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

火
を
起
こ
す
燃
焼
と
い
う
化
学
反
応
か
ら
、

土
器
や
ガ
ラ
ス
を
作
り
、
鉱
石
か
ら
金
属
を
取

り
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
金
属
か
ら
武
器
を

作
り
、
戦
争
が
起
き
る
。
蒸
気
機
関
の
開
発
に
よ

っ
て
産
業
革
命
が
起
き
、
次
第
に
環
境
問
題
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。 

本
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
「
入
門
」
な

の
で
、あ
ま
り
化
学
を
知
ら
な
く
て
も
読
め
る
と

思
い
ま
す
。是
非
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

  

八
千
代
西
高
校 

理
科 

Ｉ
先
生 

６２ｾｶ 

世界地図の下書き 

朝井リョウ 

 

両
親
を
事
故
で
亡
く
し
、
施
設
で
暮
ら
す
小

学
生
の
太
輔
。
施
設
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た

高
校
生
の
佐
緒
里
の
た
め
に
、
仲
間
た
ち
と
「
蛍

祭
り
」
を
復
活
さ
せ
る
作
戦
を
立
て
は
じ
め
て
い

く
物
語
。
親
を
亡
く
し
た
さ
み
し
さ
、
か
な
し
さ

か
ら
、
強
く
な
っ
て
い
く
太
輔
と
そ
れ
を
支
え
る

施
設
の
仲
間
た
ち
が
人
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
協

力
し
て
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
姿
は
感
動

し
た
。
恋
に
友
情
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
あ
ふ

れ
て
く
る
こ
の
小
説
は
、新
入
生
に
勇
気
を
与
え

る
と
思
う
。 

 

 

八
千
代
高
校 

Ｍ
さ
ん 

６３ｾｶ 

世界を変えた１７の方程式 

イアン・スチュート 
６４ｾｶ 

 

人
類
の
歴
史
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
十
七
の
方
程
式
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
学

で
学
ん
で
い
る
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
を
は
じ
め
、

対
数
、
微
積
分
、
重
力
、
虚
数
、
正
規
分
布
な
ど

高
校
で
学
ぶ
方
程
式
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
背

景
、
導
き
出
し
た
賢
人
達
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛

り
こ
ま
れ
て
い
て
、
方
程
式
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。 

 

こ
の
本
は
数
学
の
解
法
を
示
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
や
哲
学
が
好
き
な
人
に
は

最
高
の
読
み
物
で
す
。
数
学
好
き
に
は
方
程
式

の
気
持
ち
が
理
解
で
き
る
本
で
す
。
是
非
、
方

程
式
を
学
ぶ
前
に
一
読
を
勧
め
ま
す
。 

 

          

八
千
代
高
校 

理
科 

Ｙ
先
生 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784065146675
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784478112724


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せんせい。 

重松清 

 

こ
の
本
は
、
六
つ
の
先
生
に
ま
つ
わ
る
お

話
が
書
か
れ
て
い
る
短
編
集
で
す
。生
徒
に

対
し
て
、
怒
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
先

生
、生
徒
や
授
業
よ
り
も
、
自
分
の
夢
を
優

先
し
て
し
ま
っ
た
先
生
な
ど
、
様
々
な
先
生

と
生
徒
の
関
係
性
が
見
ら
れ
る
作
品
で

す
。
ま
た
、
生
徒
目
線
で
描
か
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
の
で
一
度
読
め
ば
共
感
で
き
る

部
分
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

一
つ
一
つ
の
作
品
が
短
い
の
で
手
軽
に
読

む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

           

八
千
代
高
校 

Ｋ
さ
ん   

65 ｾﾝ 

 

私
が
お
す
す
め
す
る
本
は
、『
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン
７
：
マ
ザ
ー
ズ
ロ
ザ
リ
オ
』
で
す
。
こ
の

本
は
大
人
気
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
・オ
ン
ラ
イ
ン
（

) 

シ
リ
ー
ズ
の
第
七
巻
で
、

をあ
ま
り

知
ら
な

い
人
で
も
楽
し
め
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

ん
と
い
っ
て
も
こ
の
本
の
魅
力
は
、
読
め
ば
わ
か

る
見
ご
た
え
の
あ
る
バ
ト
ル
シ
ー
ン
や
、
思
わ
ず

涙
す
る
感
動
シ
ー
ン
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
な
シ

ー
ン
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
場
面
ご
と
の
心

動
か
す
セ
リ
フ
や
登
場
人
物
の
前
向
き
な
行
動

に
も
注
目
で
す
。
気
に
な
っ
た
方
は
是
非
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

            

八
千
代
高
校 

Ｏ
さ
ん 

ソードアート・オンライン７ 
マザーズロザリオ 

川原礫 

66 ｿｰ 

そして、君のいない九月が来る 

天沢夏月 

６７ｿｼ 

 

亡
く
な
っ
た
は
ず
の
友
人
に
瓜
二
つ
の
少
年

が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
目
の
前
に
現
れ
た
。
そ
の
少
年
の

願
い
を
叶
え
る
た
め
、
ヒ
ロ
イ
ン
と
そ
の
友
人
た

ち
は
旅
に
出
る
。
旅
の
途
中
で
明
か
さ
れ
る
一

人
一
人
の
本
音
。
そ
の
思
い
は
決
し
て
美
し
い
も

の
で
は
な
い
が
、
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
本
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
本

音
を
言
い
合
え
る
友
人
が
ど
れ
だ
け
大
切
な
の

か
気
づ
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。           

 

こ
の
物
語
は
、
命
も
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
生
き

る
こ
と
が
大
切
と
い
う
あ
り
き
た
り
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
る
。
話
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
自
身
、

小
六
の
時
に
初
め
て
本
を
読
み
、
幼
い
な
が
ら
も

命
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
本
か

ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
あ
る
が
、
難
し
く
考

え
ず
、純
粋
に
小
説
と
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。 

 

            

八
千
代
高
校 

Ｍ
さ
ん  

  

そして、バトンは渡された 

瀬尾 まいこ 

こ
の
本
を
初
め
て
読
ん
だ
の
は
、
二
〇
一
九
年

の
八
月
で
し
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
読
書
に
没
頭

で
き
る
時
間
が
あ
り
、
単
行
本
と
し
て
は
な
か
な

か
の
厚
さ
が
あ
る
こ
の
本
に
向
き
合
う
に
は
適
し

て
い
ま
し
た
。 

主
人
公
の
優
子
が
三
人
の
父
と
一
人
人
の
母

と
過
ご
し
成
長
し
て
い
く
物
語
が
、
テ
ン
ポ
よ
く

続
く
会
話
で
語
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
映
画
化
さ
れ

た
そ
う
で
そ
ち
ら
も
楽
し
み
な
一
冊
で
す
。 

 

 

八
千
代
西
高
校 

家
庭 

Ｋ
先
生  

68 ｿｼ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784167915544


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先
ず
、
カ
バ
ー
の
絵
に
驚
か
さ
れ
る
。
若
い
女
性

が
暗
く
狭
い
監
禁
部
屋
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
後
手

に
縛
ら
れ
て
い
る
。
赤
毛
の
長
い
髪
で
頭
を
垂
れ
、

う
な
だ
れ
て
い
る
た
め
顔
は
見
え
な
い
。
大
変
な

事
態
に
彼
女
は
あ
る
に
違
い
な
い
が
…
。 

 

本
作
は
決
し
て
エ
ロ
グ
ロ
物
な
ど
で
は
な
い
。
作

者
は
フ
ラ
ン
ス
で
大
人
気
の
警
察
小
説
家
だ
。
緻

密
な
描
写
力
と
ス
リ
リ
ン
グ
で
予
測
困
難
な
ス
ト

ー
リ
ー
展
開
に
読
み
手
は
幾
度
も
回
転
行
列
さ

せ
ら
れ
、
合
点
と
困
惑
の
狭
間
に
立
つ
、あ
な
た
の

脳
髄
を
指
す
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
。 

 

        

八
千
代
高
校 

美
術 

Ｓ
先
生 

   その女アレックス 
          ピエール・ルメートル 

69 ｿﾉ 

その悩み、哲学者がすでに答えを出しています 

小林 昌平 

「
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
」
「
お
金
持
ち
に
な
り

た
い
」
「
将
来
が
不
安
」
こ
ん
な
悩
み
を
持
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

現
代
に
生
き
る
人
々
の
ほ
と
ん
ど
が
何
か
し
ら

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
実
は
こ
の
よ

う
な
悩
み
を
本
気
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
人
た

ち
が
約

年前

に
登
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
い

わ
ゆ
る
哲
学
者
た
ち
で
す
。
な
に
か
悩
み
を
抱

え
て
い
る
人
は
、
先
人
の
知
恵
を
借
り
、
自
分
な

り
の
答
え
を
見
つ
け
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。 

 

八
千
代
西
高
校 

国
語 

Ｔ
先
生 

70 ｿｼ 

ダヴィンチ・コードﾞ 

ダン・ブラウン 
71 ﾀﾞｳﾞ 

 

こ
の
作
品
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
、
ロ
バ
ー

ト
・ラ
ン
グ
ド
ン
と
ソ
フ
ィ
ー
と
い
う
女
性
が
フ
ラ

ン
ス
を
舞
台
に
ソ
フ
ィ
ー
の
祖
父
の
死
の
真
相
を

探
る
ミ
ス
テ
リ
ー
で
す
。
文
庫
で
は
上
中
下
三

冊
と
読
み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
り
な
が
ら
実
在
の
観
光
名
所
や
芸
術
品

が
多
数
出
て
く
る
こ
と
、
謎
を
解
く
た
め
に
各

地
を
巡
る
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
先
へ
読
み
進
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
へ
行
く
こ
と
が
難
し
い
今
、思

い
を
馳
せ
な
が
ら
読
む
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま

す
。        

八
千
代
高
校 

英
語 

Ｉ
先
生   

72 ﾀｶ 

 

昭
和
二
四
年
の
夏
休
み
に
、
推
理
小
説
研
究

部
の
高
校
三
年
生
、
風
早
勝
利
は
顧
問
か
ら
の

提
案
で
修
学
旅
行
の
代
わ
り
と
し
て
奥
三
河
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
修
学
旅
行
の
最
中
第

一
の
事
件
、
密
室
殺
人
が
起
こ
る
。
さ
ら
に
夏
休

み
最
後
の
夜
に
勝
利
た
ち
が
文
化
祭
の
部
の
発

表
で
映
画
を
撮
影
し
て
い
た
廃
墟
で
第
二
の
事

件
、首
切
り
殺
人
事
件
も
。二
つ
の
不
可
解
な
事

件
に
遭
遇
し
た
勝
利
た
ち
は
果
た
し
て
・・・。 

 

意
外
な
犯
人
、
不
可
解
な
ト
リ
ッ
ク
、
胸
が
痛

く
な
る
犯
行
動
機
。
ぜ
ひ
、
犯
行
や
ト
リ
ッ
ク
を

予
想
し
な
が
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

                   

八
千
代
高
校 

Ｍ
さ
ん 

たかが殺人じゃないか 
辻真先 

 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784866510057


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。 
Jam 

皆
さ
ん
の
中
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な

人
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の
が
こ
の
本
で
す
。
ゆ
る

～
い
キ
ャ
ラ
が
登
場
し
、
四
コ
マ
で
わ
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
に
も

な
っ
て
い
る
「
多
分
そ
い
つ
、
今
ご
ろ
パ
フ
ェ
と
か

食
っ
て
る
よ
。
」
は
理
不
尽
な
目
に
あ
っ
て
、
忘
れ

ら
れ
な
い
と
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
モ
ヤ
モ
ヤ
を
引

き
ず
っ
て
、
嫌
な
相
手
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
必

要
は
な
い
と
気
付
か
せ
て
く
れ
る
言
葉
で
す
。 

 

  

八
千
代
西
高
校 

学
校
司
書 

Ｋ
先
生  

７３ﾀﾌﾞ 

タルト・タタンの夢 

近藤史恵 

 

私
が
紹
介
す
る
本
は
『
タ
ル
ト
・
タ
タ
ン
の

夢
』
で
す
。こ
の
本
は
『
シ
ェ
フ
は
名
探
偵
』
と
い

う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
原
作
と
な
っ
て
い
て
、
主
人

公
が
働
い
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が
話
の
中

心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
料
理

長
が
お
客
さ
ん
の
悩
み
事
を
推
理
し
、
解
決
し

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
て
、
一

度
読
み
始
め
た
ら
、
最
後
ま
で
読
み
た
く
な
る

よ
う
な
本
で
す
。
ま
た
、
こ
の
本
に
は
色
々
な
フ

ラ
ン
ス
料
理
が
出
て
く
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
名
前
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

    

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん    

 

 

74 ﾀﾙ 

 

小
説
以
外
の
本
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
？
「
本
が
好
き
」
と
い
う
人
も
、
小
説
を
読

ん
で
い
る
人
が
多
い
は
ず
。
高
校
生
に
な
っ
た
ら
、

時
折
、
小
説
で
は
な
い
本
も
読
ん
で
み
る
と
い
い

か
も
し
れ
な
い
。小
説
は
物
語
に
入
り
込
む
楽
し

さ
が
あ
る
が
、教
科
書
の
中
で
い
わ
ゆ
る
評
論
文

と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
な
文
章
は
、
身
近
な
こ
と

や
世
の
中
の
こ
と
を
深
く
知
る
楽
し
さ
が
あ
る
。 

 

こ
の
本
の
一
部
分
は
制
服
に
つ
い
て
疑
問
を
感

じ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
は
興
味
深
い
内
容
だ
と

思
う
。私
た
ち
は
な
ぜ
制
服
を
着
る
の
か
？
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
の
か
？
こ
の
本
を
読
む
と
制
服
の
は

じ
ま
り
や
、
そ
れ
が
世
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
理
由

な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
「
制

服
を
着
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
自
分
で
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
服
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身

体
と
衣
服
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。 

 

何
気
な
く
過
ご
す
中
で
、
身
近
な
何
か
に
気
を

留
め
る
と
自
分
の
知
識
や
考
え
が
深
ま
っ
て
い

く
。
高
校
生
は
大
人
へ
の
準
備
期
間
だ
と
思
う
。

大
人
に
な
る
前
に
本
を
読
ん
で
色
々
な
モ
ノ
を

見
て
い
こ
う
。 

         
 

八
千
代
高
校 

国
語 

Ｋ
先
生  

   

ちぐはぐな身体—ファッションって何？   

鷲田清一 

75 ﾁｸﾞ 

チョンキンマンションのボスは知っている 

小川 さやか 

香
港
（
ホ
ン
コ
ン
）
を
舞
台
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
国
際
的
な
中
古
品
ビ
ジ

ネ
ス
を
営
む
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
商
人
（
ア
フ
リ
カ

人
）
た
ち
の
日
常
を
描
い
た
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
（
現
場
を
観
察
・
分
析
し
た
作
業
）
で

あ
る
。日
本
を
含
む
先
進
国
の
社
会
は
、人
間
関

係
が
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
て
、
信
用
や
信
頼
、

誠
実
さ
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
香
港
の

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
た
ち
は
「
ず
る
賢
さ
」
を
武
器
に

抜
け
目
な
く
商
売
を
し
、
互
い
を
信
用
せ
ず
、
そ

れ
で
い
て
相
手
の
事
情
に
踏
み
込
ま
ず
に
出
来

る
範
囲
で
互
い
に
助
け
合
う
、
独
特
の
人
間
関

係
を
築
い
て
い
る
。
我
々
と
ま
っ
た
く
異
な
る
価

値
観
や
倫
理
観
で
「
う
ま
く
回
っ
て
い
る
社
会
」

が
あ
る
の
だ
。
「
多
様
性
」
の
一
言
で
片
付
け
て

し
ま
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
「
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
」

が
、こ
の
本
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
よ
。 

 

八
千
代
西
高
校 

地
歴
公
民 

Ｉ
先
生  

７６ﾁｮ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784801400535
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784393333716


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77 ﾁｼﾞ 

 

地
質
時
代
名
に
初
め
て
日
本
の
地
名
・
千

葉
に
由
来
す
る
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
祖
の
認
定
活
動
の
中
心
と
な
っ

た
人
物
に
よ
る
本
で
す
。
そ
の
苦
労
の
中
に

は
日
本
人
と
し
て
「
え
！
」
と
感
じ
る
事
も

あ
り
、
地
磁
気
に
関
す
る
内
容
が
中
心
で
す
。

プ
レ
ー
ト
テ
ト
ク
ニ
ク
ス
の
歴
史
や
地
球
環

境
と
地
磁
気
の
関
係
は
た
い
へ
ん
面
白
く
、

高
校
生
で
も
理
解
で
き
る
内
容
で
す
。 

 

八
千
代
東
高
校 

理
科 

Ｙ
先
生 

 

   

地磁気逆転と「チバニアン」 
菅沼 悠介 

ツレがうつになりまして。 
細川 貂々 

妻
に
読
ん
で
み
ろ
と
言
わ
れ
た
時
は
、
と
て

も
億
劫
だ
っ
た
。
私
は
「
活
字
が
苦
手
」
が
口
癖

で
、全
部
読
み
切
っ
た
事
は
無
い
。
た
だ
、こ
の
本

は
二
十
分
で
読
み
切
れ
る
ほ
ど
の
量
と
漫
画
形

式
。余
裕
だ
っ
た
。 

実
写
映
画
に
も
な
っ
た
こ
の
作
品
は
「
う
つ
」

を
題
材
に
し
つ
つ
も
コ
メ
デ
ィ
に
描
か
れ
て
お

り
、
重
苦
し
さ
は
な
く
非
常
に
読
み
や
す
い
。
そ

の
割
に
、
リ
ア
ル
な
心
情
が
描
か
れ
て
お
り
、
空

想
漫
画
で
は
な
く
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り

教
本
で
も
あ
る
。う
つ
に
な
っ
た
ツ
レ
（
夫
）
と
そ

の
妻
の
二
人
の
生
活
を
み
て
、
互
い
に
向
き
合

お
う
と
す
る
「
尊
さ
」
に
心
温
ま
る
作
品
で
あ
っ

た
。 読

み
終
え
て
ふ
と
思
う
。
億
劫
だ
っ
た
の
は
、

本
で
は
な
く
環
境
に
対
し
て
な
の
か
も
し
れ
な

い
。私
も
目
を
そ
ら
さ
ず
向
き
合
お
う
。 

  

 

八
千
代
西
高
校 

保
健
体
育 

Ｈ
先
生  

78 ﾂﾚ 

 

政
治
家
や
経
済
人
が
使
う
言
葉
に
、
「
成
長
」
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
「
経
済
成
長
率
」
な
る
数
字
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
毎

年
の
経
済
の
規
模
（
新
し
く
生
み
出
さ
れ
た
価
値
）
を

と

し
た
場
合
、
翌
年
は
何
％
そ
の
規
模
が
増
え
た
の
か
、
と
い
う

指
標
で
す
。
政
治
家
も
経
済
人
も
マ
ス
コ
ミ
も
、
こ
の
「
経
済

成
長
率
」
な
る
数
字
が
、
「
毎
年
プ
ラ
ス
に
な
る
」
の
が
良
い

こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
し
ま
す
。
少
し
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
地
球
上
の
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
当
然
有
限
で
す
。
有
限
な
の
で
す
よ
。
と
い
う
こ
と

は
、
毎
年
毎
年
も
の
の
生
産
量
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
前
年

度
を
超
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
プ
ラ
ス
成
長
が
、

果
た
し
て
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
永
遠
に
新
し
い
も
の
や
価

値
を
生
み
出
し
続
け
る
な
ん
て
、
本
当
に
で
き
得
る
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
プ
ラ
ス
プ
ラ
ス
で
行
っ
た
先
に
は

何
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

定常型社会 新しい「豊かさ」の構想 

広井良典 
79 ﾃｲ 

 

そ
ん
な
素
朴
な
疑
問
を
抱
き
つ
つ
、
今
か
ら
２０

年
ほ
ど
前
に
出
会
っ
た
の
が
、

『
定
常
型
社
会
―
新
し
い
「
豊
か
さ
」
の
構
想
』
（
岩
波
新
書

）
と
い
う
本
で

す
。
こ
の
本
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
定
常
型
社
会
」
。
「
定
常
型
社
会
」
と
は
、
「
成

長
」
と
い
う
こ
と
を
絶
対
的
な
目
標
と
し
な
く
と
も
「
十
分
な
豊
か
さ
」
が
実

現
さ
れ
て
い
く
社
会
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
言
で
い
え
ば
、
「
人
に
も
環
境
に
も

優
し
い
社
会
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
無
限
の
成
長
は
お
と
ぎ
話
（
成
長

神
話
）
、
と
い
う
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
に
語
ら
れ
る
今
（
例
え
ば
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー

ン
べ
リ
さ
ん
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
の
発
言 

）
、
改
め
て
読
み
直
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
が
直
面
す
る
問
題
で
あ
る
「
少
子
高
齢
問
題
」
「
環
境
問
題
」
、

こ
の
二
つ
の
問
題
へ
の
対
応
を
説
き
示
し
、
「
成
長
」
を
基
盤
と
し
た
資
本
主
義

の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
良
著
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
み
終
え
た
後
は
、

水
野
和
夫
著
『
資
本
主
義
の
終
焉
と
歴
史
の
危
機
』
（
集
英
社
新
書

）を

読
む
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
齋
藤
幸
平
著
『
人
新
世
の
「
資
本

論
」
』
（
集
英
社
新
書

）に

挑
戦
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
、

私
た
ち
人
類
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
ど
ん
な
に
深
刻
な
の
か
が
よ
く
わ
か
る

と
思
い
ま
す
。
因
み
に
齋
藤
幸
平
さ
ん
の
著
書
は
、
新
書
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。  

 
 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

八
千
代
高
校 

地
歴
公
民 

Ｔ
先
生 

 

   

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344413023


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デルフィニア戦記 

芧田砂胡 

  

個
性
豊
か
な
登
場
人
物
た
ち
の
掛
け
合
い

が
面
白
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で
す
。二
人
の
戦

士
の
偶
然
の
出
会
い
、
そ
し
て
そ
こ
に
集
う
仲

間
た
ち
が
大
陸
の
運
命
を
変
え
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。続
編
、派
生
シ
リ
ー
ズ
な
ど
多
く
あ

る
の
で
気
に
入
っ
た
ら
そ
ち
ら
も
読
ん
で
み
て

下
さ
い
。    

 

 
 

 
 

八
千
代
高
校 Ⅰ

さ
ん  

 

80 ﾃﾞﾙ 

転生したらスライムだった件 

伏瀬 
８1 ﾃﾝ 

 

殺
さ
れ
て
気
づ
い
た
ら
、
そ
の
世
界
最
弱
の
ス

ラ
イ
ム
に
？！

「リ
ム
ル
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
、
一
般
男
性
。
た
ま
た
ま
得
る
こ
と
が
で
き
た

ス
キ
ル
で
窮
地
か
ら
助
け
、
仲
間
を
増
や
し
、
武

器
を
作
り
国
を
創
り
。リ
ム
ル
は
平
凡
な
ス
ラ
イ

ム
。
だ
が
、
リ
ム
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、
話
術
で

仲
間
か
ら
の
信
頼
は
厚
く
、「
リ
ム
ル
様
～
！
」
と

尊
敬
さ
れ
る
ほ
ど
。
な
ろ
う
系
発
の
異
世
界
物

語
で
小
説
だ
け
で
な
く
、マ
ン
ガ
化
、ア
ニ
メ
化
さ

れ
た
人
気
作
。 

              
      

八
千
代
高
校 

Ｙ
さ
ん 

 

 

言
葉
の
紡
ぎ
方
、
本
の
あ
り
よ
う
、
図
書
館
と
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
く
れ
た
座
右
の
書
で

す
。
言
葉
を
生
業
に
す
る
方
の
文
章
は
心
に
沁
み
ま

す
。
故
人
で
あ
る
詩
人
長
田
弘
氏
が
、
今
を
生
き
る

私
達
に
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
独
自
の
も
の

と
信
じ
て
い
た
考
え
方
や
言
い
回
し
、
本
や
図
書
館

と
の
向
き
合
い
方
は
、
こ
の
本
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

読
み
な
が
ら
心
を
決
め
、解
決
し
た
事
柄
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。 

 
 

本
は
読
ん
で
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
で
も
「
本
を
読

み
た
く
な
る
よ
う
な
生
活
」
を
整
え
、
読
む
習
慣
さ

え
つ
い
て
い
れ
ば
、
ま
た
出
会
え
ま
す
。
「
本
の
文
化

を
自
分
の
も
の
に
で
き
る
か
ど
う
か
（
中
略
）
は
、
再

読
の
チ
ャ
ン
ス
を
自
分
の
中
に
つ
く
っ
て
ゆ
く
こ
と
が

で
き
る
か
」
と
文
中
に
も
あ
り
ま
し
た
。読
書
と
い
う

〝
著
者
と
の
対
話
〟
に
よ
っ
て
、
生
き
方
そ
の
も
の
に

変
化
が
訪
れ
ま
す
。
心
と
環
境
を
整
え
、
本
と
向
き

合
う
習
慣
を
作
り
た
い
。
そ
う
思
え
る
珠
玉
の
一
冊

を
是
非
ど
う
ぞ
。 

八
千
代
高
校 

学
校
司
書 

Ｓ
先
生  

読書からはじまる 

長田 弘 83 ﾄﾞｸ 

 

名
門
私
立
征
嶺
学
園
に
通
う
主
人
公
・久
世

政
近
は
い
つ
も
寝
て
ば
か
り
で
や
る
気
の
な
い

生
徒
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
の
隣
の
席
の
女
子
高

生
ア
リ
サ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
・
九
条
は
歩
け
ば
誰

も
が
振
り
向
く
ほ
ど
の
美
貌
に
し
て
テ
ス
ト
で

は
毎
回
学
年
一
位
を
と
る
、
ま
さ
に
才
色
兼
備

の
ロ
シ
ア
ン
Ｊ
Ｋ
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
女
は
い
つ

も
隣
の
席
の
政
近
に
小
言
を
言
い
、そ
し
て
ロ
シ

ア
語
で
デ
レ
る
。
し
か
し
彼
女
は
気
づ
い
て
い
な

い
政
近
の
ロ
シ
ア
語
の
聞
き
取
り
が
ネ
イ
テ
ィ

ブ
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
。
ニ
ヤ
ニ
ヤ
必
至
の
ロ
シ

ア
ン
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
こ
こ
に
開
幕
！！ 

                
 

八
千
代
高
校 

Ｎ
さ
ん    

 

時々ボソッとロシア語でデレる 
隣のアーリャさん 
火粲々SUN 

82 ﾄｷ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
世
に
未
練
を
残
し
て
死
ん
だ
な
ら
、

き
っ
と
「
と
り
つ
く
し
ま
係
」
が
来
て
く
れ

る
よ
。
あ
な
た
な
ら
、
何
を
「
と
り
つ
く
し

ま
」
に
し
た
い
か
な
？ 

 

こ
の
本
を
読
む
と
、
あ
な
た
の
大
切
な
人

と
の
向
き
合
い
方
が
か
わ
る
か
も
ね
。
切
な

さ
の
よ
う
な
、
温
か
さ
の
よ
う
な
何
か
が
心

の
中
に
残
る
か
も
。 

 

読
み
終
わ
る
こ
ろ
、
あ
な
た
を
見
守
っ
て

い
る
魂
が
い
る
、
き
っ
と
い
る
、
そ
う
思
え
る

十
一
の
短
編
小
説
。 

 

      

八
千
代
高
校  

理
科 

Ｓ
先
生   

 

とりつくしま 

東直子 
84 ﾄﾘ 

NASA より宇宙に近い町工場 

植松 努 

こ
の
本
は
私
の
友
人
が
お
す
す
め
を
し
て
く

れ
て
読
ん
だ
本
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
正
直
本

を
読
む
の
が
得
意
で
は
な
い
の
で
す
が
、
本
嫌
い

の
私
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
読
み
や

す
い
本
で
す
。
八
千
代
西
高
校
の
図
書
室
に
本

が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
を
読
む
の
が
苦
手
な
人
は

手
に
と
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

八
千
代
西
高
校 

Ｍ
先
生   

85 ﾅｻ 

 

「
怪
物
と
対
峙
す
る
者
は
、
自
ら
怪
物
と

な
ら
ぬ
よ
う
心
せ
よ
。
汝
が
久
し
く
深
淵
を

見
入
る
時
、深
淵
も
ま
た
汝
を
見
入
る
」 

Ｆ
・ニ
ー
チ
ェ 

 

酔
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル
に
落
ち
て
亡
く
な
っ
た

元
小
児
科
医
。
曲
が
り
切
れ
ず
海
へ
転
落
し

た
市
会
議
員
。
日
常
に
あ
る
別
々
の
事
故

死
。
そ
う
誰
も
が
思
い
関
心
を
示
す
こ
と
は

な
か
っ
た
。
一
人
の
少
女
が
い
た
と
い
う
話
を

聞
く
ま
で
は
…
。 

 

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
警
察
の
黄
昏
し
ぶ
い
オ
ヤ
ジ

刑
事
と
ウ
ィ
ー
ン
の
女
性
弁
護
士
が
事
件
を

追
い
、
暴
か
れ
る
人
間
の
闇
と
悲
し
み
の
物

語
。 

           

八
千
代
高
校 

美
術 

Ｓ
先
生  

      夏を殺す少女  

アンドレアス・グルーバー 
8６ﾄﾘ 

21世紀を生きるための社会学の教科書 

ケン・プラマー 

学
生
時
代
は
「
何
か
い
い
こ
と
な
い
か
な
ー
」

と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
「
何
か
」
も
「
い

い
こ
と
」
も
コ
レ
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
ん
で
す

よ
ね
。つ
ま
ら
な
い
と
か
生
き
て
い
く
っ
て
大
変

と
か
っ
て
感
じ
る
の
は
な
ん
で
な
ん
だ
ろ
う
、

そ
う
感
じ
て
い
た
時
に
「
社
会
学
」
と
い
う
学

問
に
出
合
い
ま
し
た
。
こ
の
世
の
中
の
仕
組
み

を
理
解
で
き
れ
ば
少
し
は
生
き
や
す
く
な
る

の
か
な
、
と
思
っ
た
の
で
す
。
ま
あ
学
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
現
実
は
変
わ
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

モ
ノ
の
見
方
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
少
し
だ
け
ラ
ク
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か

で
す
。 

  

八
千
代
西
高
校 

地
歴
公
民 

Ｆ
先
生 

８７ﾆｼﾞ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784799318249
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480510310


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間関係得する人損する人 

川北 義則 

人
と
人
と
の
距
離
の
と
り
方
は
難
し
い
。

仲
良
し
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
急
に
よ
そ
よ
そ

し
く
感
じ
た
り
逆
に
、
ま
だ
知
り
合
っ
て
間

も
な
い
の
に
い
き
な
り
距
離
を
縮
め
て
き
た

り
…
。 

人
間
関
係
上
手
な
人
は
温
か
さ
を
持
ち
つ

つ
も
「
つ
か
ず
離
れ
ず
」
の
距
離
感
が
絶
妙
に

感
じ
ま
す
！
と
は
言
い
つ
つ
も
、
高
校
生
の
間

は
た
く
さ
ん
人
と
関
わ
っ
て
学
ん
で
い
く
も

の
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
本
は
、
社
会
に
出
る

時
に
参
考
に
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま

す
。 

 

  

八
千
代
西
高
校 

Ｈ
先
生 

88 ﾆﾝ 

 89 ﾆﾝ 人間失格 

太宰治 

 

こ
の
作
品
は
「
恥
の
多
い
生
涯
を
送
っ
て
き
ま

し
た
。」
と
い
う
印
象
的
な
文
章
で
始
ま
る
、太
宰

治
の
代
表
作
で
す
。
主
人
公
の
大
庭
葉
蔵
の
半

生
を
描
い
た
も
の
で
、
太
宰
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
部
分
が
暗
い
内
容
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
物
語

は
、
つ
ら
い
時
に
読
め
ば
、
自
分
の
心
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
て
い
る
、
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
実

は
自
分
の
人
生
は
こ
の
主
人
公
に
比
べ
て
全
然
い

い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
前
向
き
に
な
れ

る
き
っ
か
け
を
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

           

八
千
代
高
校 

Ｉ
さ
ん  

 

野良犬の値段 

百田 尚樹 

こ
の
夏
、
メ
ン
タ
リ
ス
ト

氏
に
よ
る
、

ホ
ー
ム
レ
ス
不
要
論
（
ち
ょ
っ
と
ま
と
め
す
ぎ

か
…
）
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
こ
の
話
題
に
興

味
を
持
っ
た
人
は
こ
の
本
を
読
ん
で
欲
し

い
。
読
み
始
め
た
ら
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
一

気
に
読
め
ま
す
。そ
し
て
最
後
は
…
。 

百
田
氏
の
本
は
最
後
の
最
後
で
、微
笑
み

そ
し
て
泣
け
る
作
品
が
多
い
が
、
こ
れ
も
期

待
に
た
が
わ
ぬ
作
品
で
あ
る
。つ
い
で
に
『
夏

の
騎
士
』
も
文
庫
に
な
っ
た
の
で
読
ん
で
欲

し
い
。 

 

 

 

八
千
代
西
高
校 

数
学 

Ｈ
先
生 

90 ﾉﾗ 

20歳のソウル  
奇跡の告別式 一日だけのブラスバンド 

中井 由梨子 

「
市
船
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
」
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
す
る

神
応
援
曲
と
し
て
知
ら
れ
る
市
立
船
橋
高
校

野
球
部
の
応
援
歌
だ
。
作
曲
し
た
の
は
当
時
吹

奏
楽
部
３
年
の
浅
野
大
義
君
。
彼
は
、
高
校
在

学
中
、
野
球
応
援
曲
を
作
曲
し
、
作
曲
家
に
な

る
夢
を
抱
き
つ
つ
、
２０

歳
の
若
さ
で
逝
去
し

た
。
癌
に
侵
さ
れ
た
彼
の
告
別
式
に
は

人
の

吹
奏
楽
部
員
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
奏
で
ら
れ

た
の
は
「
市
船
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
」
だ
っ
た
。
「
俺
の
心
は

死
ん
で
も
、
俺
の
音
楽
は
生
き
続
け
る
」
。
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
彼
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
」
が
、今
年
も

球
場
に
鳴
り
響
い
た
。
彼
の
命
は
永
遠
だ
と
感

じ
た
。 

 

私
の
母
校
で
起
き
た
感
動
の
実
話
ス
ト
ー

リ
ー
。
映
画
化
も
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
読
ん
で
く

だ
さ
い
。 

 

八
千
代
西
高
校 

保
健
体
育 

Ｋ
先
生 

 

91 ﾊﾀ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784837984757
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344037267
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344430860


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０歳のソウル 

奇跡の告別式一日だけのブラスバンド 

中井 由梨子 

 

市
立
船
橋
高
校
で
吹
奏
楽
部
に
取
り

込
み
将
来
は
作
曲
家
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
い
た
浅
野
大
義
さ
ん
。
彼
は
二
十
歳

歳
の
若
さ
で
癌
に
侵
さ
れ
て
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
。 

彼
の
死
後
、
そ
の
生
涯
を
周
囲
の
人
々

か
ら
話
を
聞
き
、振
り
返
っ
て
い
く
。多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
た
彼
の
告
別
式
に
は

百
六
十
人
を
超
え
る
現
役
生
や
Ｏ
Ｂ
・Ｏ

Ｇ
が
集
ま
り
、
彼
が
作
っ
た
「
市
船
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｌ
」
を
演
奏
し
て
見
送
っ
た
。 

彼
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
で
も
、

曲
と
そ
の
思
い
は
永
遠
で
あ
り
彼
の
ソ
ウ

ル
は
響
き
続
け
る
だ
ろ
う
。 

 

 

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん   

      

92 ﾊﾀ 

   

夢
の
中
に
入
れ
た
な
ら
、
貴
方
は
何
を
し
た
い

か
。
精
神
科
医
と
し
て
社
会
に
役
立
つ
姿
は
表
の

顔
。
人
格
が
変
わ
れ
ば
た
ち
ま
ち
「
パ
プ
リ
カ
」
と

し
て
、
夢
の
中
を
駆
け
巡
る
夢
探
偵
と
変
化
す
る
。

そ
ん
な
奇
妙
な
病
院
で
事
件
が
起
こ
る
。
夢
を
共

有
す
る
こ
と
の
出
来
る
「
DC

ミニ

」
が
盗
ま
れ
て

し
ま
う
。 

 
 

現
実
の
自
分
と
夢
の
中
の
自
分
。
言
い
か
え
れ

ば
、普
通
の
自
分
と
、
も
う
一
人
の
自
分
。ま
っ
た
く

違
う
「
自
分
」
と
ど
う
向
き
合
う
か
が
、
こ
の
物
語

の
ミ
ソ
だ
ろ
う
。
『
時
を
か
け
る
少
女
』
や
『
家
族

八
景
』
で
有
名
な
筒
井
康
隆
の
、彼
に
し
か
で
き
な

い
世
界
観
が
今
、垣
間
見
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

 

八
千
代
東
高
校 

Ｈ
さ
ん   

 

パプリカ 

筒井 康隆 

93 ﾊﾟﾌ 

浜村渚の計算ノート 

青柳 碧人 

 

み
な
さ
ん
数
学
は
好
き
で
す
か
？
こ
の
本
の

主
人
公
、
浜
村
渚
は
数
学
が
大
好
き
な
中

学
生
で
す
。 

 

舞
台
は
政
府
が
義
務
教
育
か
ら
数
学
を
消

し
て
し
ま
っ
た
日
本
。数
学
の
地
位
向
上
の
た

め
に
高
木
源
一
郎
が
テ
ロ
活
動
を
始
め
た
。
テ

ロ
に
対
抗
す
る
た
め
、
渚
が
特
別
対
策
本
部

に
や
っ
て
き
て
、
数
学
の
知
識
と
数
学
へ
の
愛

で
事
件
を
次
々
と
解
決
し
て
い
く
！ 

 

数
学
が
好
き
な
人
に
も
そ
う
で
な
い
人
に
も

数
学
の
面
白
さ
を
き
っ
と
教
え
て
く
れ
る
。
こ

の
本
を
読
め
ば
数
学
を
も
っ
と
好
き
に
な
る

か
も
？！ 

 

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん  

 
 

 
 

 

94 ﾊﾏ 

ハリーポッターと賢者の石 

Ｊ・K・ローリング 

 

こ
の
本
は
両
親
の
死
後
、
親
戚
の
家
に
預
け
ら

れ
た
ハ
リ
ー
・ポ
ッ
タ
ー
が
魔
法
使
い
と
し
て
、
闇

の
魔
術
と
戦
い
成
長
し
て
い
く
物
語
で
す
。
物

語
中
に
は
、
複
雑
な
人
間
関
係
が
あ
り
学
生
で

あ
る
私
た
ち
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
こ
の
物
語
を
読
ん
で
、友
達
の
暖
か
さ
を

感
じ
と
て
も
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。 

 

新
た
な
環
境
で
生
活
を
始
め
る
一
年
生
に
オ

ス
ス
メ
の
作
品
で
す
。 

  

             

八
千
代
高
校 Ⅰ

さ
ん 

  

95 ﾊﾘ 

https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/20%E6%AD%B3%E3%81%AE%E3%82%BD%E3%82%A6%E3%83%AB-%E5%A5%87%E8%B7%A1%E3%81%AE%E5%91%8A%E5%88%A5%E5%BC%8F%E3%80%81%E4%B8%80%E6%97%A5%E3%81%A0%E3%81%91%E3%81%AE%E3%83%96%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%89-%E4%B8%AD%E4%BA%95-%E7%94%B1%E6%A2%A8%E5%AD%90/dp/4093886342&ved=2ahUKEwi__rvaluX1AhUb4WEKHdxVCVsQqoUBegQIBRAB&usg=AOvVaw0VoRpjPIBgazQbE6pM6OQR
https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E6%B5%9C%E6%9D%91%E6%B8%9A%E3%81%AE%E8%A8%88%E7%AE%97%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E6%96%87%E5%BA%AB-%E9%9D%92%E6%9F%B3-%E7%A2%A7%E4%BA%BA/dp/4062769816&ved=2ahUKEwjhvLy7l-X1AhVlLqYKHRotD4EQqoUBegQIBhAB&usg=AOvVaw1ejkdq_YiiW87cN0mSekXC
https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E3%83%8F%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%9D%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%81%A8%E8%B3%A2%E8%80%85%E3%81%AE%E7%9F%B3-1-J-K-%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0/dp/4915512371&ved=2ahUKEwigwrvll-X1AhUpxYsBHebiB2gQqoUBegQIERAB&usg=AOvVaw1EUjTt7UJ5bnXIixAecK_I


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羊と鋼の森 

宮下 奈都 

こ
の
本
は
、
数
年
前
に
山
崎
賢
人
さ
ん

が
主
演
で
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
か

ら
気
に
な
っ
て
い
た
作
品
を
よ
う
や
く
読
み

ま
し
た
。
優
し
さ
や
温
も
り
を
感
じ
、
音
と

い
う
も
の
の
可
能
性
に
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。
「
音
楽
に
親
し
み
の
な
か
っ
た
高
校
生

外
村
が
調
律
師
の
板
鳥
と
出
会
い
、
ピ
ア
ノ

調
律
師
を
志
し
ま
す
。
そ
の
後
、
調
律
師
と

し
て
様
々
な
経
験
を
積
む
中
で
、
と
あ
る

才
能
溢
れ
る
双
子
と
出
会
い
、
変
わ
っ
て
ゆ

く
」
と
い
う
内
容
で
す
。
非
常
に
読
み
や
す

い
作
品
な
の
で
、
オ
ス
ス
メ
で
す
！ 

 

八
千
代
西
高
校 

音
楽 

Ｎ
先
生 

96 ﾋﾂ 

ビブリア古書堂の事件手帖 

三上 延 
97 ﾋﾞﾌﾞ 

古
書
店
店
主
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
お
よ
そ
か
け
離

れ
た
「
細
い
鼻
筋
に
太
い
フ
レ
ー
ム
の
眼
鏡
が
よ
く

似
合
う
美
人
」
で
「
超
」
が
つ
く
ほ
ど
人
見
知
り
の

篠
川
栞
子
と
「
戦
士
み
た
い
な
体
つ
き
の
く
せ
に

性
格
は
侍
従
っ
ぽ
い
」
と
栞
子
の
妹
文
香
に
陰
で

評
さ
れ
る
店
員
の
五
浦
大
輔
が
古
書
に
ま
つ
わ
る

謎
を
解
き
そ
の
持
ち
主
の
人
生
に
関
わ
っ
て
い
く

シ
リ
ー
ズ
。ス
ピ
ン
オ
フ
ま
で
出
て
い
て
、滅
茶
苦
茶

「
今
さ
ら
」
感
が
漂
う
紹
介
で
す
が
、
ス
ト
ー
リ
ー

に
深
く
関
わ
る
書
籍
が
「
名
作
」
揃
い
。
興
味
深
い

読
書
案
内
と
し
て
も
お
薦
め
し
ま
す
。
本
好
き
に

は
興
味
深
い
ラ
イ
ト
ミ
ス
テ
リ
。
こ
の
「
事
件
手

帖
」
読
了
後
に
題
材
の
作
品
を
手
に
す
る
こ
と
を

薦
め
ま
す
。 

  

八
千
代
西
高
校 

国
語 

Ｔ
先
生  

 

古
書
に
ま
つ
わ
る
謎
を
、
古
書
店
の
若
い
女
性

店
主
が
、
本
に
関
す
る
膨
大
な
知
識
を
使
っ
て
解

き
明
か
し
て
い
く
物
語
で
す
。 

 

事
件
謎
解
き
の
面
白
さ
に
加
え
て
、
い
ろ
ん
な

本
に
関
す
る
知
識
も
得
ら
れ
る
「
一
粒
で
二
度

美
味
し
い
」
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
化
も

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
短
編
も
多
い
の
で
と
て
も
読

み
や
す
い
で
す
。 

 

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
の
お
供
に
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。  

 

八
千
代
高
校 

保
健
体
育 

Ｋ
先
生  

ビブリア古書堂の事件手帖 

三上 延 

98 ﾋﾞﾌﾞ 

99 ﾌﾞﾙ 
ブルーロック 

金城 宗幸 

 

 

二
〇
一
八
年
W

杯、
日
本

は
ベ
ス
ト
十
六
で
敗

退
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
は
W

杯
で
優
勝
す
る
た

め
に
、
三
百
人
の

を
集
め
、
ブ
ル
ー
ロ
ッ
ク
を

設
立
す
る
。
日
本
に
必
要
な
の
は
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に

あ
ふ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
だ
」
と
断
言
。 

 

無
名
の

潔
、
世
一
た
ち
は
、
己
を
エ
ゴ
イ
ズ

ム
に
変
え
る
蹴
落
と
し
あ
い
の
選
別
に
挑
む
。 

 

三
〇
〇
人
の
中
二
九
九
人
の

を
蹴
落
と
し
、

世
界
一
を
目
指
せ
！ 

 

く
た
ば
れ
日
本
サ
ッ
カ
ー
！ 

も
う
一
度
夢
を
見
る
た
め
に
!! 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
千
代
東
高
校 

Ｃ
さ
ん 

  

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784167910105
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784048704694
https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E3%83%93%E3%83%96%E3%83%AA%E3%82%A2%E5%8F%A4%E6%9B%B8%E5%A0%82%E3%81%AE%E4%BA%8B%E4%BB%B6%E6%89%8B%E5%B8%96-%EF%BD%9E%E6%A0%9E%E5%AD%90%E3%81%95%E3%82%93%E3%81%A8%E5%A5%87%E5%A6%99%E3%81%AA%E5%AE%A2%E4%BA%BA%E3%81%9F%E3%81%A1%EF%BD%9E-%E3%83%A1%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B9%E6%96%87%E5%BA%AB-%E4%B8%89%E4%B8%8A-%E5%BB%B6-ebook/dp/B00BB9F0SG&ved=2ahUKEwjHmqT5l-X1AhUvy4sBHaGZB20QqoUBegQIABAB&usg=AOvVaw3bB7QJHBR7wPBMGPjw0-c7


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆
さ
ん
は
青
葉
ヶ
丘
学
園
の
行
事
の
一
つ
、 

「
選
ば
れ
た
者
は
受
験
に
失
敗
す
る
」
と
言
わ
れ
て

い
る
ク
ラ
ス
対
抗
駅
伝
、
通
称
“
落
伝
”
の
走
者
に

選
ば
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
し
ま

す
か
？
お
そ
ら
く
、も
の
す
ご
く
落
ち
込
む
と
思
い

ま
す
。 

 

２
年
Ｃ
組
の
走
者
と
な
っ
た
、
部
活
で
ベ
ン
チ
を
温

め
て
い
る
だ
け
の
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
た
５
人

も
初
め
は
全
く
や
る
気
を
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
な
高
校
生
５
人
の
感
動
物
語     

『
ベ
ン
チ
ウ
ォ
ー
マ
ー
ズ
』
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。 

  

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん  

ベンチウォーマーズ 

成田名 璃子 

100 ﾍﾞﾝ 

101 ﾎﾞｸ ぼく モグラ クツネ 馬 

チャーリー・マッケンジー 

 

 

「成
功

す
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
か
な
？
」、

「
い
ち
ば
ん
の
時
間
の
無
駄
っ
て
、
何
だ
と
思

う
？
」「
最
高
の
自
由
っ
て
？
」「
一
番
勇
敢
な

言
葉
は
？
」「
〇
〇
〇
〇
に
勝
て
る
も
の
は
な

い
」
の
「
○
○
○
○
と
は
？
」「
心
が
痛
む
時

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
い
う
問
題
の

答
え
が
、
こ
の
本
の
中
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

答
え
を
読
む
と
大
い
に
納
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
生
上
の
問
題
に
つ
い

て
、
私
た
ち
が
、
い
か
に
誤
解
し
、
間
違
っ
た

方
向
に
走
っ
て
し
ま
い
が
ち
か
、
思
い
知
ら
さ

れ
る
内
容
で
す
。
そ
れ
を
、
子
ど
も
と
動
物
と

の
対
話
を
と
お
し
て
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
千
代
東
高
校 

国
語 

Ｍ
先
生 

 

102 ﾎﾞｸ ぼくの、ひかり色の絵の具 
西村 すぐり 

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
、

タ
イ
ト
ル
か
ら
内
容
ま
で
、
全
て
に
衝
撃
を
受

け
た
作
品
で
す
。
納
得
の
い
か
な
い
絵
を
描
か

さ
れ
、
そ
れ
を
破
い
て
し
ま
う
主
人
公
の
ユ
ク

が
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り
、
向
き
あ
い
、
絵

に
落
と
し
込
む
本
当
の
気
持
ち
を
、
ユ
ク
が
使

っ
て
い
た
「
透
明
水
彩
」
絵
の
具
の
、
ユ
ク
だ

け
が
使
え
る
本
当
の
使
い
方
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
物
語
で
す
。
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い

な
ら
、
絵
で
そ
れ
を
伝
え
れ
ば
い
い
。
一
つ
の

絵
を
通
し
て
ユ
ク
が
成
長
し
て
い
く
、

２０１５

年
、

読
書
感
想
文
課
題
図
書
に
も
選
ば
れ
た
、
絵
が

好
き
な
人
に
お
す
す
め
し
た
い
一
冊
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
千
代
東
高
校 

Ｏ
さ
ん 

 

            

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー 

プレディみかこ 

イ
エ
ロ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
何
を
連
想

し
ま
す
か
？
ブ
ル
ー
は
ど
う
で
す
か
？
こ
の
本

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
住
む
中
学
生
の
男
の
子
の
日
々

を
そ
の
お
母
さ
ん
の
視
点
か
ら
描
い
た
本
で
す
。

タ
イ
ト
ル
は
主
人
公
の
男
の
子
の
気
持
ち
で
す
。

ど
ん
な
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
か
？  

こ
こ
最
近
で
よ
く
耳
に
す
る
多
様
性
と
い
う

言
葉
で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
語
る
に
も
慎
重
な

視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
本
当
に
大
切
な
の
は
エ
ン
パ
シ
ー
、他
人
の
靴

を
履
い
て
み
る
こ
と
で
す
。
息
苦
し
い
日
々
で
す

が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
ま
ず
は
隣
の
人
の
靴
を
履

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

八
千
代
西
高
校 

理
科 

Ｎ
先
生  

103 ボク 

https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%81%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%BA-%E3%83%A1%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B9%E6%96%87%E5%BA%AB-%E6%88%90%E7%94%B0%E5%90%8D%E7%92%83%E5%AD%90/dp/4048667831&ved=2ahUKEwiTsriXmOX1AhV0IqYKHbBSAx8QqoUBegQIARAB&usg=AOvVaw0CvuGMVaYEIwM_cT47MMmo
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101017525


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
〇
六
〇
年
三
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
迫
る
東
京
で
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
国

家
的
極
秘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
た
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
健
は
幼
な
じ
み
で

同
僚
の
陽
一
朗
、
そ
し
て
彼
の
妹
の
咲
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
奮
闘
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
咲
の
勤

務
先
に
テ
ロ
告
知
が
届
き
事
態
は
急
変
し
た
。

果
た
し
て
健
は
テ
ロ
を
防
ぎ
、
思
い
を
寄
せ
る

咲
を
守
れ
る
の
か
？ 

 

男
の
打
っ
た
最
後
の
一
手
が
、開
け
て
は
い
け

な
い
扉
を
開
け
る
！  

  

 

八
千
代
高
校 

Ｋ
さ
ん 

 
 

僕はロボットごしの君に恋をする 

山田 悠介 

104 ﾎﾞｸ 

僕らが死体を拾うわけ 

盛口 満 

生
物
の
標
本
を
見
る
の
が
好
き
な
私
に
と
っ

て
、こ
の
本
は
と
て
も
魅
力
に
映
り
ま
し
た
。新
任

教
師
の
著
者
は
、
初
め
て
の
授
業
や
生
徒
に
奮
闘

す
る
傍
ら
、
身
近
な
生
物
の
解
剖
を
始
め
ま
す
。

学
校
は
山
の
中
に
あ
る
の
で
、
生
物
の
種
類
に
は

困
り
ま
せ
ん
。
そ
の
「
解
剖
」
の
様
子
を
見
た
周

り
の
生
徒
た
ち
と
打
ち
解
け
て
い
く
様
子
が
面

白
い
で
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
を
見
て
い

る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
を
読
む
と
解
剖

し
て
み
た
く
な
る
、か
も
！？ 

  

 

八
千
代
西
高
校 

美
術 

Ｎ
先
生 

105 ﾎﾞｸ 

星新一ショートショート 

星 新一 

私
の
二
度
目
の
読
書
週
間
は
、
高
校
三
年
生

の
現
代
国
語
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
は
省

い
て
、
辿
り
着
い
た
の
が
、
星
新
一
の
『
よ
う
こ
そ

地
球
さ
ん
』
と
『
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
』
の
二
冊
。
超
短

い
小
説
が
数
編
ず
つ
あ
っ
て
飽
き
な
い
し
、
Ｓ
Ｆ

や
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
二
年
間
で
二
十
冊
以
上
の
短
編
集
を
繰

り
返
し
読
ん
で
、
私
の
読
書
週
間
は
終
わ
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
星
新
一
が
一
番
好
き
な
作
家

で
、
ゆ
っ
く
り
読
書
を
楽
し
む
時
間
の
な
い
人
に

お
薦
め
し
ま
す
。 

 

八
千
代
西
高
校 

数
学 

Ｔ
先
生  

106 ﾎｼ 

 

小
学
校
の
頃
に
母
に
捨
て
ら
れ
た
過
去
を
持
つ
、

主
人
公
の
千
鶴
。
元
夫
の
Ｄ
Ｖ
が
原
因
で
金
銭
的
に

も
身
体
的
に
も
苦
し
い
状
況
に
あ
り
、
賞
金
欲
し
さ

に
と
あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
に
自
分
の
過
去
の
出
来
事
を

投
稿
し
て
み
た
。 

す
る
と
、
そ
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
た

母
の
娘
だ
と
名
乗
る
人
物
か
ら
会
い
た
い
と
い
う
連

絡
が
来
て
・・
・。 

 

普
通
の
母
親
と
娘
の
関
係
を
築
け
な
か
っ
た
家
族

の
物
語
。 

 

『
52

ヘル
ツ

の
ク
ジ
ラ
た
ち
』
で
本
屋
大
賞
を
受

賞
し
た
渾
身
の
最
新
作
。 

  

八
千
代
高
校 

Ａ
さ
ん 

星を掬う 

町田そのこ 
107 ﾎｼ 

https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E5%83%95%E3%81%AF%E3%83%AD%E3%83%9C%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%94%E3%81%97%E3%81%AE%E5%90%9B%E3%81%AB%E6%81%8B%E3%82%92%E3%81%99%E3%82%8B-%E6%B2%B3%E5%87%BA%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%B1%B1%E7%94%B0%E6%82%A0%E4%BB%8B/dp/4309417426&ved=2ahUKEwjIsZHJmOX1AhVozYsBHefNBiAQqoUBegQIExAB&usg=AOvVaw1HTCk3tRygpM6uxf7oI2ew
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480428011
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101098012
https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E6%98%9F%E3%82%92%E6%8E%AC%E3%81%86-%E5%8D%98%E8%A1%8C%E6%9C%AC-%E7%94%BA%E7%94%B0-%E3%81%9D%E3%81%AE%E3%81%93/dp/412005473X&ved=2ahUKEwisioupmOX1AhWJPJQKHTexDYUQqoUBegQIAxAB&usg=AOvVaw345ldJKqWEFWLs-8Go0goR


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
と
い
う
分
野
を
開
拓
し
た

第
一
人
者
で
あ
る
星
新
一
は
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

に
対
す
る
無
理
解
、偏
見
と
生
涯
闘
っ
た
作
家
で

あ
る
。 

 

深
遠
な
小
宇
宙
の
世
界
を
見
事
な
ま
で
に
読

者
の
目
の
前
に
広
げ
、そ
の
作
品
を
十
二
分
に
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映

画
を
見
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
充
実
ぶ
り
で
あ

る
。 

 

こ
の
作
品
を
読
ん
だ
き
っ
か
け
と
し
て
、ほ
か
の

作
品
も
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
豊

か
な
作
品
世
界
を
堪
能
し
て
、
星
新
一
の
舞
台

に
浸
っ
て
欲
し
い
。 

 

八
千
代
高
校 

国
語 

Ｋ
先
生   

 
 

ボッコちゃん 

星 新一 

108 ﾎﾞﾂ 

鉄道員 

浅田 次郎 

本
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
、鉄
道
員
（
ぽ

っ
ぽ
や
）
を
含
め
、
８
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
短
編
小
説
で
あ
る
。
鉄
道
員
は
、

高
倉
健
主
演
の
映
画
で
も
有
名
だ
が
、
そ
の

他
の
作
品
も
心
に
残
る
名
作
と
言
え
る
。 

 

私
の
オ
ス
ス
メ
は
「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
で
あ
る
。

戸
籍
を
売
っ
て
偽
装
結
婚
し
た
顔
も
知
ら
な

い
中
国
人
女
性
か
ら
届
い
た
手
紙
を
中
心
に

展
開
さ
れ
る
物
悲
し
い
話
。
人
の
心
の
美
し

さ
、
優
し
さ
、
空
し
さ
な
ど
が
う
ま
く
表
現
さ

れ
、切
な
く
な
る
作
品
で
す
。 

 

 

八
千
代
西
高
校 

保
健
体
育 

Ｅ
先
生   

109 ﾎﾟｯ 

幕張少年マサイ族 

椎名 誠 

書
店
に
行
っ
て
本
を
探
し
て
い
た
時
に
、

こ
の
本
を
見
つ
け
た
。
と
て
も
惹
か
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
私
は
、
父
親
の
仕
事
の
関
係
で

ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
共
和
国
で
生
ま
れ
た
。こ

の
本
の
題
名
に
あ
る
「
マ
サ
イ
族
」
が
生
活
し

て
い
る
国
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
本
を

手
に
入
れ
て
、読
ん
で
み
た
。 

 

今
か
ら
、
五
十
年
以
上
前
の
幕
張
は
、
豊

か
な
海
だ
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
の
波
に
押

さ
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
近
代
的
な
街
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
当
時
の
幕
張
の
海
の
様

子
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
本
で
あ
る
。
現
在
の
幕
張
の
海
は
、
漁

を
す
る
こ
と
は
難
し
い
海
に
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、本
当
の
意
味
で
の
「
豊
か
な
海
」
を
手

放
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
…
。 

 

ち
ょ
っ
と
昔
の
千
葉
に
思
い
を
寄
せ
て
み

る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

八
千
代
西
高
校 

Ｋ
先
生 
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マスカレード・ナイト 

東野 圭吾 

映
画
化
さ
れ
た
小
説
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、両
方
を
見
た
・読
ん
だ
作
品
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
場
合
、
映
画
を
見
て
か
ら
小
説
を

読
む
の
か
、
小
説
を
読
ん
で
か
ら
映
画
を
見
る

の
か
で
、そ
の
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

小
説
先
行
だ
と
、
映
画
化
さ
れ
た
ら
こ
の
役

は
あ
の
人
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
な
ぁ
な
ん
て
考

え
ち
ゃ
う
し
、
映
画
先
行
だ
と
小
説
の
中
の
台

詞
が
そ
の
俳
優
さ
ん
の
声
で
再
生
さ
れ
ち
ゃ
う

し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
ち

ゃ
い
ま
す
よ
ね
。 
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https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.amazon.co.jp/%E3%83%9C%E3%83%83%E3%82%B3%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93-%E6%96%B0%E6%BD%AE%E6%96%87%E5%BA%AB-%E6%98%9F-%E6%96%B0%E4%B8%80/dp/4101098018&ved=2ahUKEwitk8HgmOX1AhWLzpQKHT3aDz4QqoUBegQIBRAB&usg=AOvVaw2F5-CPl8rYarT7qrspR0O6
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784087471717
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784808310578
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784087441529


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
人
公
の
ひ
と
り
「
内
藤
内
人
」
。
勉
強
も
ス

ポ
ー
ツ
も
平
均
的
な
自
称
普
通
の
中
学
生
。
し

か
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
確
実
に
生
き
延

び
る
ゴ
キ
ブ
リ
並
み
の
生
命
力
を
持
っ
た
少

年
。
も
う
一
人
の
主
人
公
「
竜
王
創
也
」
。
大
財

閥
の
跡
取
り
で
あ
り
成
績
優
秀
な
中
学
生
。頭

脳
明
晰
で
冷
静
沈
着
、
し
か
し
世
界
一
の
ゲ
ー

ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
る
夢
を
叶
え
る
た
め
に

努
力
を
怠
ら
な
い
努
力
家
だ
。
と
あ
る
き
っ
か

け
で
出
会
っ
た
二
人
。そ
れ
は
ス
リ
リ
ン
グ
で
魅

力
的
な
大
冒
険
か
ら
始
ま
る
。
時
に
は
命
を
狙

わ
れ
る
。
ス
リ
ル
と
わ
く
わ
く
の
夢
を
追
う
少

年
た
ち
の
痛
快
冒
険
活
劇
！！ 

 

八
千
代
高
校 

Ｗ
さ
ん  

   

都会のトム＆ソーヤ 

はやみねかおる   にしけいこ 
112マチ 

マチネの終わりに 

平野 啓一郎 

１１３ﾏﾁ 

「
マ
チ
ネ
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
午
前
中
」
の

意
味
だ
が
、
演
劇
用
語
で
「
昼
の
公
演
」
の
こ
と
で

あ
る
。
主
人
公
の
蒔
野
聡
史
、
３８

歳
、
天
才
的
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
ギ
タ
リ
ス
ト
。
そ
し
て
小
峰
洋
子
、
４０

歳
、

フ
ラ
ン
ス
Ｒ
Ｆ
Ｐ
通
信
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

こ
の
二
人
が
出
会
っ
た
瞬
間
に
惹
か
れ
合
い
、
互
い

に
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う…

。 

一
瞬
の
す
れ
違
い
に
よ
っ
て
、
別
々
の
人
生
を
歩

む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
離
れ
て
五
年
後
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
（
マ
チ
ネ
が
終
わ
っ

た
後
）
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
で
二
人
は
再
会
す

る
。
切
な
い
大
人
の
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
２０１９

年
に
福
山
雅
治
と
石
田
ゆ
り
子
の
主
演
で
映
画
化

さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
出
て
い
ま
す
（
こ
ち
ら
も
お
薦
め

で
す
）
。 

人
恋
し
く
な
る
秋
の
夜
長
に
ぜ
ひ
一
読
あ
れ
。 

  

  

八
千
代
西
高
校 

理
科 

Ｍ
先
生  

まんがでわかる ７つの習慣 

フランクリン・コヴィー 

 

「
私
た
ち
は
、
世
界
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
て

い
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
あ
る
が
ま
ま
の

世
界
を
見
て
い
る
」
こ
れ
は
、
コ
ヴ
ィ
ー
博
士
が

書
い
た
大
著
、
『
完
訳
七
つ
の
習
慣
人
格
主
義

の
回
復
』
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
皆
さ

ん
は
、
他
人
の
言
動
を
見
て
「
間
違
っ
て
い
る
」

と
批
判
し
た
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
本
は
、
そ
ん
な
時
に
使
え
る
七
つ
の
習
慣

が
、具
体
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
学
べ
る
上
に
、
重

要
箇
所
は
原
著
の
引
用
文
や
図
で
学
べ
ま
す
。

大
著
に
抵
抗
が
あ
る
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。 

 

八
千
代
高
校 

音
楽 

０
先
生   

   

114 ﾏﾝ 

水を縫う 

寺地はるな 
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松
岡
清
澄
、
高
校
一
年
生
男
子
。一
歳
の
頃
に
父

と
母
が
離
婚
し
、
祖
母
と
母
、
結
婚
を
控
え
た
姉
と

四
人
暮
ら
し
。
学
校
で
手
芸(

刺
繍)

好
き
を
か
ら

か
わ
れ
、
周
囲
か
ら
浮
い
て
い
る
清
澄
は
、
か
わ
い
い

も
の
や
華
や
か
な
場
が
苦
手
な
姉
の
た
め
に
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
手
作
り
す
る
と
宣
言
す
る
。
ど
の

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
ド
レ
ス
に
な
る
か
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
家
政
科
の

人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
と
の
違
い
に
悩
ん
で
い

る
方
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
で
す
。 

 

八
千
代
高
校 

家
庭 

Ｈ
先
生  

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784167912901


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名門校「武蔵」で教える東大合格より大事なこと 

おおたとしまさ 

 

こ
の
本
は
、三
年
間
の
高
校
生
活
で
、何
を
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
の
参
考
に
な
る
と
思
い
推

薦
し
ま
す
。 

 

た
だ
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
事
だ
け
を
受
動

的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け

て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
に
学
び
の
面
白
さ
や

深
さ
が
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
分
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
高
校
生
活
は
如
何

様
に
も
変
わ
り
ま
す
。
目
先
の
点
数
に
こ
だ
わ

る
の
で
は
な
く
、
一
見
無
駄
だ
と
思
え
る
こ
と

に
も
果
敢
に
挑
戦
し
て
、一
人
の
人
間
と
し
て

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
是
非
わ
く
わ

く
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

八
千
代
高
校 

国
語 

Ｓ
先
生  

１１６ﾒｲ 桃太郎は盗人なのか？  

桃太郎から考える鬼の正体 

倉持よつば 

 

こ
れ
ま
で
何
の
疑
い
を
持
つ
こ
と
な
く
、あ
た
り
ま
え
と
考
え
て
き

た
図
式
を
根
底
か
ら
ひ
っ
く
り
か
え
す
説
の
出
現
に
、
著
者
は
衝
撃

を
受
け
ま
す
。
そ
こ
か
ら
従
来
「
あ
た
り
ま
え(

常
識)
」
と
思
い
込

ん
で
い
た
、
「
桃
太
郎
＝
正
義
」
と
い
う
図
式
に
対
す
る
疑
い
が
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
「
一
体
、
桃
太
郎
っ
て
何
な
の
だ
ろ
う
？
」
こ
の
素
朴

な
疑
問
か
ら
、
著
者
の
思
考
と
探
求
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
桃
太

郎
の
文
献
調
査
。
県
内
の
図
書
館
か
ら
全
国
の
図
書
館
ま
で
を
巡

り
、
片
端
か
ら
文
献
を
漁
り
、
さ
ら
に
は
先
行
研
究
者
か
ら
の
聞
き

取
り
や
意
見
交
換
も
行
う
。
そ
し
て
「
鬼
と
は
一
体
何
な
の
か
」
と

い
う
、
こ
の
研
究
の
眼
目
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。鬼
に
つ
い
て
の
考
察

を
進
め
て
い
く
中
で
、そ
の
思
考
は
「
正
義
の
相
対
的
側
面
」
「
差
別

論
」
へ
と
向
か
い
ま
す
。ま
る
で
『
進
撃
の
巨
人
』
の
よ
う
に
。小
五
の

著
者
が
、
民
俗
学
や
文
化
人
類
学
の
研
究
テ
ー
マ
、
さ
ら
に
は
現
代

の
社
会
問
題
に
も
通
じ
る
テ
ー
マ
に
自
力
で
到
達
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
探
求
の
記
録
と
知
の
冒
険
を
活
写
し
て
い
る
の
が
こ
の
本

で
す
。
常
識
に
対
し
て
ふ
と
抱
い
た
素
朴
な
疑
問
、
そ
の
疑
問
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
り
追
求
す
る
、
学
問
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
だ

と
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。
読
み
進
め
る
中
で
、
著
者
の
誠

実
で
真
摯
で
謙
虚
な
探
求
姿
勢
に
胸
が
打
た
れ
ま
す
。
最
後
の
感

想
の
中
に
、研
究
発
表
を
完
成
し
た
と
き
「
ペ
ン
だ
こ
」
が
出
来
た
と

い
う
件
が
あ
り
ま
す
。涙
が
出
ま
し
た
。 

 

八
千
代
高
校 

地
歴
公
民 

Ｔ
先
生  

 
 

   

こ
の
本
の
著
者
は
、
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に
在
住
す

る
小
学
五
年
生(

当
時)

で
す
。
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
＆
芦
田
愛
菜
の
博
士
ち
ゃ
ん
」
と

い
う
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
小
五
の
著
者

が
、夏
休
み
の
自
由
研
究
で
調
べ
た
研
究
結
果
を
ま

と
め
た
一
冊
で
す
。
因
み
に
こ
の
研
究
は
、
第
二
十

二
回
「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
第
一
席
と
し
て
評
価
さ
れ
た
研
究
成
果
で

す
。
周
知
の
通
り
、
桃
太
郎
は
正
義
の
た
め
に
悪
い

鬼
を
退
治
し
、
宝
物
を
手
に
入
れ
て
、
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
の
元
に
帰
っ
て
き
て
孝
行
す
る
と
い
う

お
話
で
す
。小
五
の
著
者
は
「
桃
太
郎
＝
正
義
」
「
鬼

＝
悪
」
と
い
う
図
式
を
あ
た
り
ま
え
の
前
提
と
し

て
、
こ
の
物
語
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
出
会
っ
た
の
が
『
空
か
ら
の
ぞ
い
た
桃
太
郎
』
と
い

う
一
冊
の
本
。
そ
の
中
で
「
桃
太
郎
＝
盗
人
」
と
い
う

論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
ま
す
。 
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野球は人生そのものだ 

長嶋 茂雄 

長
嶋
茂
雄
氏
は
長
き
に
わ
た
り
、
巨
人
の
４

番
打
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
同
時
代
に
活

躍
し
た
王
貞
治
氏
と
は
と
も
に
「
Ｏ
Ｎ
砲
」
と
し

て
称
さ
れ
、
二
人
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
巨
人
の
Ｖ
９

に
貢
献
し
ま
し
た
。 

「
ミ
ス
タ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」
「
ミ
ス
タ
ー
プ
ロ

野
球
」
の
愛
称
を
も
ち
、
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
長

嶋
茂
雄
氏
。
こ
の
比
類
無
き
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の

何
が
人
を
感
動
さ
せ
る
の
か
。
戦
後
が
生
ん
だ
ス

ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
人
間
力
を
こ
の
本
で
堪
能
し
て

く
だ
さ
い
。 

  

八
千
代
西
高
校 

地
歴
公
民 

Ｓ
先
生  

１１８ﾔｷ 

119 ﾖｳ 
八日目の蝉 

角田光代 

 

「
優
し
か
っ
た
お
母
さ
ん
は
、
私
を
誘
拐
し
た

人
で
し
た
。
」
恋
人
の
子
供
を
誘
拐
し
て
し
ま
っ

た
一
人
の
女
性
。
実
の
子
と
し
て
誘
拐
し
た
子

ど
も
を
愛
情
込
め
て
育
て
て
い
く
が
、
四
年
後

あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
事
件
が
ば
れ
、
女
性
は

捕
ま
り
、
二
人
は
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
子
ど
も
が
成
長
し
た
時
に
初
め
て
分
か

る
そ
の
女
性
か
ら
の
愛
に
思
わ
ず
感
動
し
て
し

ま
い
、
家
族
と
は
何
か
、
本
当
の
愛
と
は
何
か
が

よ
く
分
か
る
作
品
で
す
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｎ
さ
ん 

容疑者 Xの献身 

東野 圭吾 

「
ガ
リ
レ
オ
シ
リ
ー
ズ
」
は
奇
抜
な
ト
リ
ッ
ク

を
使
っ
た
推
理
小
説
で
す
。 

こ
の
作
品
は
主
人
公
で
あ
る
湯
川
学
と
容
疑

者
に
な
っ
た
学
友
で
あ
る
石
神
と
の
関
係
に
苦

悩
し
な
が
ら
も
一
つ
一
つ
ト
リ
ッ
ク
を
解
決
し
て

い
く
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。 

 

題
名
に
も
あ
る
献
身
と
い
う
意
味
は
？
気

に
な
る
物
語
で
す
。
是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。 

 

ま
た
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
ガ
リ
レ
オ
主
演
の
福
山
雅

治
で
映
画
化
さ
れ
た
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

八
千
代
西
高
校 

書
道 

Ｅ
先
生 

120 ﾖｳ 

 

ピ
カ
ピ
カ
の
大
学
一
回
生
と
な
っ
た
私
は
、
バ

ラ
色
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
夢
見
て
と
あ
る
サ

ー
ク
ル
へ
入
る
。
し
か
し
大
学
三
回
生
ま
で
の
二

年
間
、
恋
愛
、
学
問
、
肉
体
の
鍛
錬
な
ど
、
社
会

的
有
為
の
人
材
と
な
る
た
め
の
布
石
の
数
々
を

こ
と
ご
と
く
は
ず
し
、
打
た
ん
で
も
良
い
布
石
を

狙
い
澄
ま
し
て
打
ち
ま
く
っ
て
き
た
の
は
な
に
ゆ

え
で
あ
る
か
。
責
任
者
に
問
い
た
だ
す
必
要
が

あ
る
。
責
任
者
は
何
処
か
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｎ
さ
ん 

 

四畳半神話体系 

森見登美彦 

121 ﾖｼﾞ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784122070073
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784167110123


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「
黒
髪
の
乙
女
」
の
周
り
に
は
お
か
し

な
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。は
じ
ま
り
は
、

大
学
の
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
赤
川
先
輩

の
結
婚
を
お
祝
い
す
る
た
め
の
宴
会
で

し
た
。
彼
女
は
そ
の
場
で
は
羽
目
を
外
し

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
お
酒
を
呑
む
の
を

我
慢
し
て
い
た
の
で
す
が
、
宴
会
が
終
わ

っ
た
あ
と
、
不
屋
町
か
ら
先
斗
町
界
隈

を
、
お
酒
を
求
め
て
歩
き
ま
し
た
。
黒
髪

の
乙
女
は
、
お
か
し
な
人
た
ち
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
巻
き
込
ん

で
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
読
む
人
に
よ
っ
て

変
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｋ
さ
ん   

122 ﾖﾙ 
夜は短し歩けよ乙女 

森見登美彦 

夜のピクニック 

恩田 陸 
123 ﾖﾙ 

こ
の
本
の
主
人
公
は
高
校
三
年
生
の
生
徒
た

ち
。
全
校
生
徒
が
夜
を
徹
し
て
８０

キ
ロ
を
歩
く

と
い
う
伝
統
行
事
「
歩
行
祭
」
が
舞
台
で
す
。
た

だ
歩
く
だ
け
の
学
校
行
事
で
す
が
、も
の
す
ご
く

面
白
い
物
語
で
す
。
こ
の
本
を
読
み
終
わ
る
頃

に
、
も
う
一
度
高
校
生
を
や
り
直
し
た
く
な
り

ま
し
た
（
笑
）
。 

一
見
地
味
で
つ
ま
ら
な
そ
う
な
行
事
で
も
、

取
り
組
み
方
次
第
で
そ
れ
が
か
け
が
え
の
な
い

思
い
出
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
学
校
行

事
が
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
皆

さ
ん
に
是
非
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
で
す
。 

  

  

八
千
代
西
高
校 

数
学 

Ｈ
先
生 

夜のピクニック 

恩田 陸 

三
年
生
の
現
代
文
で
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
準

備
」
を
や
り
ま
し
た
ね
。
そ
の
本
編
に
位
置
付

け
ら
れ
る
の
が
「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
で
す
。 

内
容
は
一
部
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
主
人
公
の
二
人
は
同
じ
で
す
。
「
ピ

ク
ニ
ッ
ク
の
準
備
」
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
細

か
い
事
情
や
友
人
と
の
や
り
取
り
な
ど
が
詳

し
く
分
か
る
の
で
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。 

融
と
貴
子
の
そ
の
後
に
興
味
を
持
っ
た
人

は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

八
千
代
西
高
校 

国
語 

Ｎ
先
生 

124 ﾖﾙ 

125 ﾘｱ リアルフェイス 

知念実希人 

 

名
実
共
に
天
才
美
容
整
形
外
科
医
の
柊
貴

之
。
自
分
の
仕
事
を
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て
お

り
、
依
頼
を
受
け
る
基
準
は
お
金
と
美
し
さ
で

決
ま
る
。法
外
な
費
用
を
請
求
す
る
代
わ
り
に
、

依
頼
者
の
美
し
さ
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

な
ら
な
ん
で
も
す
る
。
い
く
ら
金
を
積
ま
れ
て

も
、
自
分
が
執
刀
す
る
に
値
し
な
い
依
頼
は
断

る
。
彼
は
技
術
屋
で
は
な
く
、
芸
術
家
な
の
だ
。

彼
の
手
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
顔
は
作
品
で

あ
る
。
美
へ
の
執
着
が
強
い
あ
ま
り
、
作
品
の
永

久
保
存
に
尽
力
す
る
彼
の
正
体
は
一
体
何
者

か
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｙ
さ
ん 

          

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101234175
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101234175


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私と彼女と家族ごっこ 

優木カズヒロ 

人
に
勧
め
た
い
ほ
ど
面
白
い
本
に
、
皆
さ
ん

は
毎
年
出
会
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

お
勧
め
で
き
る
ほ
ど
面
白
い
本
に
出
会
え
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
年
は
、
こ
う
い
う
本
は

あ
ま
り
読
ま
な
く
て
い
い
と
感
じ
た
本
を
紹

介
し
ま
す
。 

「
私
と
彼
女
と
家
族
ご
っ
こ
」
で
は
、
作
者
の

語
彙
力
が
発
揮
さ
れ
す
ぎ
て
い
ま
す
。小
説
で

そ
れ
を
さ
れ
て
は
、
内
容
が
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
こ
の
本
を
通
し
て
、
語
彙
力
は
あ
っ
た
方

が
良
い
が
、
内
容
を
分
か
り
や
す
く
、
人
に
伝

え
る
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。 

 

 

八
千
代
西
高
校 

国
語 

Ｙ
先
生 

129 ﾜﾀ レンタルなんもしない人 
のなんもしなかった話 

レンタルなんもしない人 

み
な
さ
ん
は
「
レ
ン
タ
ル
な
ん
も
し
な
い
人
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
な
ん
も
し
な
い
」
サ
ー
ビ

ス
で
便
利
屋
と
は
違
い
ま
す
。も
ら
う
の
は
交
通

費
と
飲
食
な
ど
の
そ
の
時
か
か
る
料
金
で
基
本

的
に
利
益
は
な
し
。
実
話
で

の
増
田
く
ん
主

演
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
短
い
の
で
本
が
苦
手
な
人
で
も
読
み
や
す

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
本
を
通
し
て
色
々
な
立
場

や
価
値
観
の
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
こ

り
す
る
話
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。人
々
は
な
ぜ

「
な
ん
も
し
な
い
」
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
か
。

人
が
存
在
す
る
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

  

八
千
代
西
高
校 

国
語 

Ｔ
先
生 

１２７ﾚﾝ 

るり姉 

椰月美智子 
126 ﾙﾘ 

 

三
姉
妹
が
慕
う
、
母
親
の
妹
の
る
り
姉
は
天

真
爛
漫
で
感
激
屋
。
周
り
の
人
を
楽
し
く
さ
せ

る
天
才
で
す
。
イ
チ
ゴ
狩
り
も
旅
行
も
ク
リ
ス

マ
ス
も
、
日
々
の
出
来
事
も
、
る
り
子
と
一
緒
だ

と
愛
お
し
く
な
り
ま
す
。で
す
が
、る
り
姉
が
入

院
し
て
し
ま
い
、
季
節
を
遡
り
、
三
姉
妹
や
両

親
、
る
り
姉
の
夫
の
視
点
か
ら
、
元
気
だ
っ
た
る

り
姉
と
の
日
々
が
語
ら
れ
ま
す
。
何
気
な
い
日

常
で
す
が
、
そ
れ
が
と
て
も
愛
し
く
て
特
別
な

も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
懐
か
し
く
て

温
か
く
笑
い
な
が
ら
泣
け
る
小
説
で
す
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｈ
さ
ん 

 

128 ﾛｰ ロード・エルメロイⅡ世の事件簿 

三田誠 

 

こ
の
本
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
で

す
。
こ
の
本
は
推
理
小
説
で
す
が
、
た
だ
の
推
理

小
説
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
魔
術
師
た
ち
に
よ
る

事
件
を
あ
る
魔
術
師
が
解
決
に
導
き
ま
す
。
ま

た
、
世
界
観
を
他
の
多
く
の

TYPE

-

MOON

作
品
と

共
有
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で

す
。
重
厚
な
世
界
観
、
ミ
ス
テ
リ
ー
特
有
の
ワ
ク

ワ
ク
感
、
ト
リ
ッ
ク
を
中
心
と
し
な
い
異
色
の
ス

ト
ー
リ
ー
。
と
て
も
面
白
い
の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
く

だ
さ
い
。 

 

八
千
代
高
校 

Ｍ
さ
ん 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784048917797
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784794970831
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